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　2019年のがん研有明病院年報が完成したのでお届けします（一昨年から電子媒体の

みで作成しています）。今回の年報は、新型コロナウイルスのパンデミックの真った

だ中での完成となりました。目を通すと、将来に何の不安もない2019年の活動ぶりが

見えてきます。臨床業績の拡大と競うように、英文論文の出版も増加しました。一体

誰が今日のような未曽有のコロナ惨禍を予想したでしょうか。

　2019年、がん研有明病院は「がんゲノム医療拠点病院」の指定を受け、ゲノム診療

部を新設しました。以前から続く外来化学療法数の増加に対応すべく、外来部門に専

用のベッドを15床造設し、全75床という本邦最大規模の外来化学療法室の稼働を開始

しました。手術室では手術支援ロボットを3台に増やしました。2005年の大塚からの移

転以来、拡大を続ける病院機能で満杯になった敷地と建物をいかに有効に活用し将来

に備えるか、を真剣に議論していました。そこに突然襲ってきたコロナ禍で、2020年

はひたすら我慢の年となっています。来年お届けする年報では、これまで拡大の一途

をたどってきた臨床業績が一休みすることは間違いありませんが、ひとまずここまで

のピークとなるはずの2019年版をお届けいたします。2021年は、十分な体制立て直し

を行ってこの2019年業績への復活を目指す所存です。

 2020年11月吉日

 

公益財団法人がん研究会有明病院

 病院長 佐野　武

は じ め に



１．理念・基本⽅針 
 

未来を担う理想のがん専門病院となるために、病院の理念・基本⽅針として次の使命(Mission)、
共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最⾼の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、
やさしく⼼の通った医療を実践してまいります。 

 
◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって人類の福祉に貢献する」 

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 
⽣命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 
３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 
４．がんの予防研究と一次・二次予防の実践により、がんの発⽣と死亡を抑える。 
５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 

 
◆使命・価値観・将来展望 

使   命  Mission  「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」 
価 値 観  Core Values 「創造・⾰新・⾼質・親切・協調」 
将来展望  Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 

 
◆基本⽅針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 
２．安全かつ質の⾼いがん医療を提供します 
３．患者さん中⼼の親切ながん医療を⾏います 
４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 
５．人間性豊かな医療人の育成に努めます 

 
◆患者さんの権利 

１．基本的人権に基づき、⾼質の医療を等しく受けることができます。 (基本的人権) 
２．十分な説明と情報提供を受けることができます。 (十分な説明と情報提供) 
３．⾃⼰の意思に基づいて診療を受けることができます。 (治療の⾃⼰決定) 
４．⾃⼰の受けた診療内容を知ることができます。 (情報公開) 
５．個人情報及び医療情報は十分に保護され秘密が守られます。 (個人情報保護) 
 

例えば・・・ 
 セカンドオピニオンを求めることができます。 
 診療を受けることも、拒否することもできます。 
 一⽅、⾃⼰決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。 
 診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開⽰をお求めください。 

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
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2．2019年の動き
2019年（平成31年、令和元年）
  1月4日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙⾏される。

25年勤続表彰者9名、10年勤続表彰者57名、がん研究会学術賞1名、特別
賞4名、チーム表彰1チーム、優良賞6名

1月29日 東京芸術劇場コンサートホールで「がん患者さんが歌う第九チャリティー
コンサート」が開催される。

2月1日 病院本部・中央診療部門に「AI医療センター」を新設する。

3月6日 吉⽥富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。

3月31日 細胞検査⼠養成所の平成31年度⼊学式（総勢13名）が挙⾏される。

4月1日 病院本部に「トータルケア部門」を新設する。
病院本部・臨床教育・研究部門に「先端医療開発センター」を新設する。
健診センターで脳ドックを開始する。
東京ビッグサイト会議棟6階会議室にて、2019年4月新⼊職員辞令授与式
（総勢177名）が挙⾏される。

5月14日 令和元年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙⾏され、東京大学薬学部教授の
三浦正幸博⼠が選ばれる。
受 賞 内 容 ： 「 ア ポ ト ー シ ス の 遺 伝 学 と 生 理 機 能 ： Genetics and
Physiological Roles of Apoptosis」

6月1日 病院本部・中央診療部門に「ゲノム診療部」を新設する。

6月20日 第18回定時評議員会・第92回理事会が開催される。
増⽥幸央が評議員会会⻑を退任し、宮本洋⼀が評議員会会⻑に就任する。

7月27日 吉⽥富三記念講堂他でジョンソン＆ジョンソン株式会社との共催により、
「ブラック・ジャック セミナー」が開催される。

9月9日 外来化学療法室の面積を25％拡張し、外来化学療法用ベッドを15床増床
（全75床）する。

9月19日 「がんゲノム医療拠点病院」に指定される。

10月18日 中国・上海の健診センター「上海卓瑞クリニック・健診センター」へ技術
支援を開始する。

10月28日 細胞検査⼠養成所の令和元年度卒業式（総勢13名）が挙⾏される。

12月20日 手術支援ロボット「da Vinci Xi サージカルシステム」3台目を導⼊する。

12月24日 第19回定時評議員会・第97回理事会が開催される。
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3．組織図
【2019年 12月１日】

公益財団法人 がん研究会機構図 （R1.12.01） 2020.12.01
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R1.12.01） 2020.12.01
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公益財団法人 がん研究会機構図 （R1.12.01） 2020.12.01
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2019年12⽉
事務部門 病院部門 研究部門 合計 非常勤職員

医師 1 347 0 348 164
薬剤師 0 67 0 67 0
看護師 0 826 0 826 8

臨床検査技師 0 87 0 87 1
診療放射線技師 0 83 0 83 2

栄養士 0 19 0 19 1
事務職員 78 143 10 231 23
研究員 2 4 83 89 17
その他 0 177 71 248 43

計 81 1753 164 1998 259

４．職員数
【2019年 12月】
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5．診療科と責任者
【2019年 12月１日】

名誉院長	 	 武藤　徹一郎（消化器外科）・中川　健（呼吸器外科）・
	 	 	 門田　守人（消化器外科）・	山口　俊晴（消化器外科）
病院長	 	 佐野　武（消化器外科）
副院長	 	 松本　誠一（整形外科）・大野　真司（乳腺センター）・
	 	 	 小口　正彦（放射線治療部）・横田　美幸（麻酔科）・
	 	 	 清水　多嘉子（看護部）
院長補佐	 	 髙橋　俊二（総合腫瘍科）・米瀬　淳二（泌尿器科）・
	 	 	 奥村　栄（中央手術部）・渡邊　雅之（消化器外科）・
	 	 	 山口　研成（消化器内科）・濱　敏弘（薬剤部）
顧問		 	 福井　巌（泌尿器科）・宝来　威（呼吸器内科）・
	 	 	 三木　一正（消化器内科）・河野　敦（画像診断部）・
	 	 	 髙橋　寛（健診センター）・五十嵐　正広（消化器内科）・
	 	 	 川端　一嘉（頭頸科）
呼吸器センター	 センター長	 西尾　誠人
	 呼吸器内科	 部長		 西尾　誠人
	 	 	 副部長	 栁谷　典子
	 呼吸器外科	 部長		 文　敏景
消化器センター	 センター長	 福長　洋介
	 消化器内科	 部長		 藤崎　順子
	 	 消化器化学療法科	 部長		 山口　研成
	 	 	 副部長	 陳　勁松
	 	 肝・胆・膵内科	 部長		 笹平　直樹
	 	 	 副部長	 尾阪　将人
	 	 	 副部長	 佐々木　隆
	 	 上部消化管内科	 部長		 藤崎　順子
	 	 	 副部長	 平澤　俊明
	 	 	 副部長	 由雄　敏之
	 	 下部消化管内科	 部長		 斎藤　彰一
	 	 	 副部長	 千野　晶子
	 消化器外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 食道外科	 部長		 渡邊　雅之
	 	 胃外科	 部長		 布部　創也
	 	 	 副部長	 大橋　学
	 	 大腸外科	 部長		 福長　洋介
	 	 肝・胆・膵外科	 部長		 髙橋　祐
乳腺センター	 センター長	 大野　真司
	 乳腺内科	 部長		 伊藤　良則
	 乳腺外科	 部長		 上野　貴之
	 	 	 副部長	 宮城　由美
	 	 	 副部長	 森園　英智
	 婦人科	 部長		 竹島　信宏
	 	 	 副部長	 金尾　祐之
	 頭頸科	 部長		 三谷　浩樹
	 整形外科	 部長		 阿江　啓介
	 泌尿器科	 部長		 米瀬　淳二

- 7 -



	 	 	 担当部長	 山本　真也
	 	 	 担当部長	 湯浅　健
	 	 	 副部長	 沼尾　昇
	 血液腫瘍科	 部長		 照井　康仁
	 	 	 副部長	 横山　雅大
	 総合腫瘍科	 部長		 髙橋　俊二
	 サルコーマセンター	 センター長	 松本　誠一
	 免疫・遺伝子治療科	 －	 	 －
	 総合診療部	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 志賀　太郎
	 腫瘍循環器・循環器内科	 部長		 志賀　太郎
	 	 内分泌・代謝科	 部長		 中山　耕之介
	 	 腎臓内科	 －	 	 －
	 	 神経内科	 －	 	 －
	 麻酔科（ペインクリニック）	 部長		 横田　美幸
	 	 	 副部長	 関　誠
	 形成外科	 部長		 矢野　智之
	 腫瘍精神科	 部長代行	 大野　真司
	 眼科		 部長		 辻　英貴
	 感染症科	 部長		 横田　美幸
	 皮膚科	 部長		 中山　耕之介
	 漢方サポート科	 －	 	 －
	 歯科		 部長		 富塚　健
	 放射線治療部	 部長		 小口　正彦
	 	 	 担当部長	 吉岡　靖生
	 	 	 副部長	 角　美奈子
画像診断センター	 センター長	 松枝　清
	 画像診断部	 部長		 松枝　清
	 	 	 担当部長	 負門　克典
	 	 	 担当部長	 田中　優美子
	 	 	 担当部長	 上田　和彦
	 	 	 担当部長	 菊池　真理
	 	 	 副部長	 田中　宏子
	 核医学部	 部長		 寺内　隆司
内視鏡診療部	 部長		 藤崎　順子
化学療法部	 部長		 髙橋　俊二
中央手術部	 部長		 奥村　栄
	 	 	 副部長	 竹島　信宏
オンコロジックエマージェンシー&ディザスターセンター（OEDC)	 センター長	 横田　美幸
	 集中治療部	 部長		 山本　豊
	 救急部	 部長		 横田　美幸
	 災害医療部	 部長		 横田　美幸
	 リハビリテーション部	 部長		 阿江　啓介
臨床検査センター	 センター長	 中山　耕之介
	 検体検査部	 部長		 中山　耕之介
	 	 	 副部長	 海老原　文
	 生理検査部	 部長		 中山　耕之介
	 超音波検査部	 部長		 松枝　清
	 	 	 副部長	 海老原　文
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	 遺伝子診断部	 部長		 三木　義男
	 輸血部	 部長		 米瀬　淳二
臨床病理センター	 センター長	 竹内　賢吾
	 病理部	 部長		 河内　洋
	 細胞診断部	 部長		 杉山　裕子
ＡＩ医療センター	 センター長	 小口　正彦
緩和ケアセンター	 センター長	 川原　玲子
	 緩和治療科	 部長		 川原　玲子
患者・家族支援センター	 センター長	 大野　真司
	 地域連携部	 部長		 唐渡　敦也
	 がん相談支援センター	 センター長	 花出　正美
	 ＷＯＣ支援部	 部長		 松浦　信子
	 サバイバーシップ支援部	 部長		 大野　真司
	 看護部	 部長		 清水　多嘉子
	 	 	 副部長	 中原　由美子
	 	 	 副部長	 北野　雅子
	 	 	 副部長	 長井　優子
	 薬剤部	 部長		 濱　敏弘
	 	 	 副部長	 清水　久範
医療クオリティマネジメントセンター	 センター長	 横田　美幸
	 医療安全管理部	 部長		 保田　知生
	 	 	 副部長	 山本　豊
	 院内感染対策部	 部長		 横田　美幸
	 	 	 副部長	 羽山　ブライアン
	 クオリティインプルーブメント部	 部長		 西尾　誠人
	 高難度新規医療技術管理部	 部長		 髙橋　祐
	 未承認新規医薬品等管理部	 部長		 濱　敏弘
臨床教育研修センター	 センター長	 伊藤　良則
臨床研究・開発センター	 センター長	 山口　研成
	 臨床試験支援部	 部長		 髙橋　俊二
	 企画・品質管理部	 部長		 山口　研成
	 	 	 副部長	 石塚　直樹
	 TR支援部	 部長		 渡邊　雅之
	 	 	 副部長	 長山　聡
	 医療機器開発研究センター	 センター長	 布部　創也
	 データベース&バイオバンクセンター	 センター長	 小口　正彦
	 	 	 副センター長	大野　真司
先端医療開発センター	 センター長	 佐野　武
	 がん早期臨床開発部	 －	 	 －
	 がん免疫治療開発部	 部長		 北野　滋久
	 がんゲノム医療開発部	 部長		 上野　貴之
細胞検査士養成所	 所長	 杉山　裕子
	 	 	 副所長	 小松　京子
健診センター	 センター長	 土田　知宏
	 	 	 名誉センター長	中川　健
	 検診部	 部長		 宇津木　久仁子	
	 運営部	 部長		 常田　茂
	 	 	 副部長	 田中　正典
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6．学会認定・指定・施設基準等6．学会認定・指定・施設基準等 
 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 
がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 月に厚生労働大臣から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して 2019 年 3 月に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病院
の指定を受けております。 

 
２．学会認定教育修練研修機関 
   当院は次の学会の認定医・専門医療制度の研修施設指定を受けております。 
 

1） 日本医学放射線学会  21） 日本乳癌学会 
2） 日本病理学会  22） 日本臨床細胞学会 
3） 日本内科学会  23） 日本形成外科学会 
4） 日本外科学会  24） 日本放射線腫瘍学会 
5） 日本消化器外科学会  25） 日本整形外科学会 
6） 日本消化器内視鏡学会  26） 日本婦人科腫瘍学会 
7） 日本麻酔科学会  27） 日本肝胆膵外科学会 
8） 日本眼科学会  28） 日本がん治療認定医機構 
9） 日本産科婦人科学会  29） 日本甲状腺学会 

10） 日本泌尿器科学会  30） 日本頭頸部外科学会 
11） 日本消化器病学会  31） 日本皮膚科学会 
12） 日本臨床腫瘍学会  32） 日本総合病院精神医学会 
13） 日本静脈経腸栄養学会  33） 日本感染症学会 
14） 日本呼吸器学会  34） 日本救急医学会 
15） 日本大腸肛門病学会  35） 日本消化管学会 
16） 日本⽿⿐咽喉科学会  36） 日本緩和医療学会 
17） 日本超音波医学会  37） 日本集中治療医学会 
18） 日本血液学会  38） 日本食道学会 
19） 日本核医学会    
20） 日本ペインクリニック学会    

 
３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚生局⻑から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施
設基準については、次の通りです。 

 
基本診療料の施設基準 

1） ⻭科外来診療環境体制加算  13） 医療安全管理加算 1 
2） 特定機能病院⼊院基本料 7：1  14） 感染防止対策加算 1 
3） 診療録管理体制加算 1  15） 患者サポート体制充実加算 
4） 医師事務作業補助体制加算 1 30：1  16） 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
5） 急性期看護補助体制加算 50：1  17） 総合評価加算 
6） 看護職員夜間配置加算 12：1 配置加算 1  18） 後発医薬品使用体制加算 3 
7） 療養環境加算  19） 病棟薬剤業務実施加算１，２ 
8） 重症者等療養環境特別加算  20） データ提出加算 
9） 無菌治療室管理加算１，２  21） ⼊退院支援加算１ 

10） 緩和ケア診療加算  22） 特定集中治療室管理料 3 
11） がん診療連携拠点病院加算  23） 緩和ケア病棟⼊院料１ 
12） 栄養サポートチーム加算 
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 特掲診療料の施設基準 

1） がん性疼痛緩和指導管理料 
2） がん患者指導管理料イ 
3） がん患者指導管理料ロ 
4） がん患者指導管理料ハ 
5） 外来緩和ケア管理料 
6） 救急搬送看護体制加算 
7） 外来放射線照射診療料 
8） ニコチン依存症管理料 
9） 療養・就労両⽴支援指導料―相談支援加算 

10） がん治療連携計画策定料 
11） 薬剤管理指導料 
12） 検査・画像情報提供加算及び電⼦的診療情報評価料 
13） 医療機器安全管理料 1 
14） 医療機器安全管理料 2 
15） ⻭科治療総合医療管理料 
16） 遺伝学的検査 
17） ＨＰＶ核酸検出 
18） 検体検査管理加算（Ⅰ） 
19） 検体検査管理加算（Ⅳ） 
20） 国際標準検査管理加算 
21） 遺伝カウンセリング加算 
22） ロービジョン検査判断料 
23） 画像診断管理加算 1 
24） 画像診断管理加算 2 
25） ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 
26） CT 撮影及び MRI 撮影 
27） 乳房 MRI 撮影 
28） 抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 
29） 外来化学療法加算 1 
30） 無菌製剤処理料 
31） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 
32） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
33） 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 
34） がん患者リハビリテーション料 
35） リンパ浮腫複合的治療料 
36） 集団コミュニケーション療法料 
37） ⻭科⼝腔リハビリテーション料 2 
38） 処置の休日加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 
39） CAD/CAM 冠 
40） 組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限る。） 
41） 骨移植術(軟骨移植術を含む。)(同種骨移植(非生体)(同種骨移植(特殊なものに限る。)) 
42） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 
43） 乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術 
44） 乳がんセンチネルリンパ節加算１，２ 
45） 乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術） 
46） ゲル充填人⼯乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 

47） 胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除⼜は 1 肺葉を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場
合） 
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48） 食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸
瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの） 

49） 大動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 
50） 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術 
51） 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術 
52） 腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術 
53） 腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍摘出術 
54） 腹腔鏡下小切開副腎摘出術 
55） 腹腔鏡下小切開腎部分切除術 
56） 腹腔鏡下小切開腎摘出術 
57） 腹腔鏡下小切開尿管腫瘍摘出術 
58） 腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術 
59） 腹腔鏡下小切開膀胱腫瘍摘出術及び腹腔鏡下小切開前⽴腺悪性腫瘍手術 
60） 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
61） 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 
62） 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
63） 胆管悪性腫瘍手術 
64） 腹腔鏡下肝切除術 
65） 腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 
66） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 
67） 腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 
68） 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 
69） 腹腔鏡下直腸切除・切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
70） 腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 
71） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
72） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 
73） 腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 
74） 人⼯尿道括約筋植込・置換術 
75） 腹腔鏡下前⽴腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 
76） 腹腔鏡下膣式⼦宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
77） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合） 
78） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮体がんに限る。） 
79） 腹腔鏡下⼦宮悪性腫瘍手術（⼦宮頸がんに限る。） 
80） 手術の休日加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 
81） 医科点数表第 2 章第 10 部手術の通則の 16 に掲げる手術 
82） 胃瘻造設術 
83） 輸血管理料Ⅱ 
84） 人⼯肛門・人⼯膀胱造設術前処置加算 
85） ⻭周組織再生誘導術 
86） 麻酔管理料（Ⅰ） 
87） 麻酔管理料（Ⅱ） 
88） 放射線治療専任加算 
89） 外来放射線治療加算 
90） ⾼エネルギー放射線治療 
91） 1 回線量増加加算 
92） 強度変調放射線治療（IMRT) 
93） 画像誘導放射線治療加算（IGRT） 
94） 体外照射呼吸性移動対策加算 
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95） 定位放射線治療 
96） 定位放射線治療呼吸性移動対策加算 
97） 画像誘導密封小線源治療加算 
98） 導⼊期加算１ 
99） 病理診断管理加算 2 

100） デジタル病理画像による病理診断 
101） 悪性腫瘍病理組織標本加算 
102） ⼝腔病理診断管理加算２ 
103） クラウン・ブリッジ維持管理料 

  
 

 酸素及び窒素の価格 
 ⼊院時食事療養(Ⅰ)の施設基準 
 実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 
2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 
3） 180 日を超える⼊院の実施(変更)報告書 
4） ⾦属床による総義⻭の提供の実施報告書 

 
３．その他の指定 

1） 指定⾃⽴支援医療機関（更生医療・育成医療） 
2） 生活保護法指定医療機関 
3） ⺟体保護法指定医の配置されている医療機関 
4） 東京都災害拠点病院 
5） 臨床研修指定病院 
6） 都道府県がん診療連携拠点病院 
7） 救急告⽰医療機関 
8） 休日・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定二次救急医療機関） 
9） 外国医師臨床修練病院 

10） 日本医療機能評価機構認定病院 
11） 労災指定病院 
12） 特定機能病院 
13） がんゲノム医療拠点病院 

 
４．外来の受付時間（初診・再診） 

月〜⾦曜日 午前 8 時 30 分〜正午 
 
５．休診日 

土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12 月 29 日〜1 月 3 日） 
 
６．面会時間 

平 日   ：午後 2 時〜午後 8 時（総合案内／正面玄関手続き） 
（ICU は午後 2 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
 

   土・日・祝日：午前 10 時〜午後 8 時（守衛室／救急時間外⼊⼝手続き） 
（ICU は午前 10 時 30 分〜午後 7 時 30 分） 
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外来・⼊院実績 【2019年1⽉〜12⽉】

科名 初診患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数
呼吸内 915 15,937 1,444 18,760
呼吸外 479 9,738 650 5,950
消化内 2,785 69,662 4,526 38,284
消化外 2,321 41,075 2,891 46,260
乳腺科 2,336 65,431 1,686 14,777
婦人科 2,245 40,107 3,062 29,047
頭頸科 1,287 30,875 737 16,284
整形外 1,147 11,613 805 11,192
泌尿器 1,209 27,385 1,614 14,142
血液腫 572 13,133 845 12,010
総腫瘍 132 6,258 531 11,802
放射線 47 33,950 0 0
総内科 1,096 19,825 0 0
腫瘍精 44 2,122 0 0
眼科 281 6,730 62 499
皮膚科 348 3,175 20 225
⻭科 1,697 12,597 0 0
形成外 91 9,657 334 2,364
麻酔科 14 2,164 1 2
救急部 498 916 4 7
緩和 18 2,217 118 7,855
放診断 52 552 0 0
健内科 3,032 373 0 0
遺伝診 516 482 0 0
患者支 8 2,252 0 0
がん疼痛 0 18 0 0
総計 23,170 428,244 19,330 229,460

外来・⼊院実績 【2019 年 1 ⽉〜 12 ⽉】
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疾患別⼊院患者数 【2019年】 退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)
病  名 男 ⼥ 合計

総数①+②+③ 9,191 10,540 19,731
①悪性新⽣物(C00­C97) 7,816 8,634 16,450

⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新⽣物(C00­C14) 507 141 648
C 00 ⼝唇の悪性新⽣物 0 0 0
C 01 ⾆根〈基底〉部の悪性新⽣物 2 0 2
C 02 その他及び部位不明の⾆の悪性新⽣物 79 34 113
C 03 ⻭⾁の悪性新⽣物 21 25 46
C 04 ⼝腔底の悪性新⽣物 23 12 35
C 05 ⼝蓋の悪性新⽣物 1 1 2
C 06 その他及び部位不明の⼝腔の悪性新⽣物 16 5 21
C 07 ⽿下腺の悪性新⽣物 12 11 23
C 08 その他及び部位不明の⼤唾液腺の悪性新⽣物 8 12 20
C 09 扁桃の悪性新⽣物 2 0 2
C 10 中咽頭の悪性新⽣物 121 20 141
C 11 ⿐<上>咽頭の悪性新⽣物 25 8 33
C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新⽣物 2 0 2
C 13 下咽頭の悪性新⽣物 194 13 207
C 14 その他及び部位不明確の⼝唇,⼝腔及び咽頭の悪性新⽣物 1 0 1

消化器の悪性新⽣物(C15­C26) 3,779 2,338 6,117
C 15 ⾷道の悪性新⽣物 815 216 1,031
C 16 胃の悪性新⽣物 1,064 549 1,613
C 17 ⼩腸の悪性新⽣物 23 36 59
C 18 結腸の悪性新⽣物 518 519 1,037
C 19 直腸Ｓ状結腸移⾏部の悪性新⽣物 5 10 15
C 20 直腸の悪性新⽣物 534 361 895
C 21 肛⾨及び肛⾨管の悪性新⽣物 7 12 19
C 22 肝及び肝内胆管の悪性新⽣物 186 61 247
C 23 胆のう<嚢>の悪性新⽣物 25 51 76
C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新⽣物 144 66 210
C 25 膵の悪性新⽣物 456 453 909
C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新⽣物 2 4 6

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新⽣物(C30­C39) 1,230 744 1,974
C 30 ⿐腔及び中⽿の悪性新⽣物 5 4 9
C 31 副⿐腔の悪性新⽣物 18 22 40
C 32 喉頭の悪性新⽣物 60 3 63
C 33 気管の悪性新⽣物 0 0 0
C 34 気管⽀及び肺の悪性新⽣物 1,127 705 1,832
C 37 胸腺の悪性新⽣物 20 9 29
C 38 ⼼臓,縦隔及び胸膜の悪性新⽣物 0 1 1
C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新⽣物 0 0 0

⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物(C40­C41) 83 69 152
C 40 (四)肢の⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物 36 37 73
C 41 その他及び部位不明の⾻及び関節軟⾻の悪性新⽣物 47 32 79

⽪膚の⿊⾊腫及びその他の悪性新⽣物(C43­C44) 27 29 56
C 43 ⽪膚の悪性⿊⾊腫 12 10 22
C 44 ⽪膚のその他の悪性新⽣物 15 19 34

中⽪及び軟部組織の悪性新⽣物(C45­C49) 129 180 309
C 45 中⽪腫 0 12 12
C 46 カポジ<Kaposi>⾁腫 0 0 0
C 47 末梢神経及び⾃律神経系の悪性新⽣物 2 0 2
C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新⽣物 14 82 96
C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新⽣物 113 86 199

乳房の悪性新⽣物(C50) 3 1,804 1,807
C 50 乳房の悪性新⽣物 3 1,804 1,807

⼥性性器の悪性新⽣物(C51­C58) 2,294 2,294
C 51 外陰の悪性新⽣物 13 13
C 52 腟の悪性新⽣物 6 6
C 53 ⼦宮頸(部)の悪性新⽣物 613 613
C 54 ⼦宮体部の悪性新⽣物 825 825
C 55 ⼦宮の悪性新⽣物,部位不明 0 0
C 56 卵巣の悪性新⽣物 783 783
C 57 その他及び部位不明の⼥性性器の悪性新⽣物 54 54
C 58 胎盤の悪性新⽣物 0 0

疾患別入院患者数 【2019 年】
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病  名 男 ⼥ 合計
男性性器の悪性新⽣物(C60­C63) 567 567

C 60 陰茎の悪性新⽣物 1 1
C61 前⽴腺の悪性新⽣物 499 499
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新⽣物 62 62
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新⽣物 5 5

尿路の悪性新⽣物(C64­C68) 695 252 947
C 64 腎盂を除く腎の悪性新⽣物 94 39 133
C 65 腎盂の悪性新⽣物 78 19 97
C 66 尿管の悪性新⽣物 68 31 99
C 67 膀胱の悪性新⽣物 452 147 599
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新⽣物 3 16 19

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物(C69­C72) 8 7 15
C 69 眼及び付属器の悪性新⽣物 8 7 15
C 70 髄膜の悪性新⽣物 0 0 0
C 71 脳の悪性新⽣物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新⽣物(C73­C75) 68 109 177
C 73 甲状腺の悪性新⽣物 66 106 172
C 74 副腎の悪性新⽣物 1 3 4
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新⽣物 1 0 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新⽣物(C76­C80) 249 332 581
C 76 その他及び部位不明確の悪性新⽣物 0 0 0
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新⽣物 13 16 29
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新⽣物 160 163 323
C 79 その他の部位の続発性悪性新⽣物 39 118 157
C 80 部位の明⽰されない悪性新⽣物 37 35 72

リンパ組織,造⾎組織及び関連組織の悪性新⽣物(C81­C96) 471 335 806
C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 12 14 26
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 32 25 57
C 83 びまん性⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 199 151 350
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 14 10 24
C 85 ⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 154 79 233
C 88 悪性免疫増殖性疾患 2 5 7
C 90 多発性⾻髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 30 33 63
C 91 リンパ性⽩⾎病 1 3 4
C 92 ⾻髄性⽩⾎病 18 12 30
C 93 単球性⽩⾎病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明⽰された⽩⾎病 0 0 0
C 95 細胞型不明の⽩⾎病 8 2 10
C 96 リンパ組織,造⾎組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新⽣物 1 1 2

独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物 0 0 0

②その他の新⽣物(D00­D48) 595 889 1,484
上⽪内新⽣物(D00­D09) 0 43 43
⼦宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (41) (41)
良性新⽣物(D10-D36) 105 159 264
性状不詳⼜は不明の新⽣物(D37­D48) 490 687 1,177

③その他 780 1,017 1,797
⾎液及び造⾎器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 20 27 47
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 28 54 82
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 100 48 148
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 410 259 669
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 46 401 447
その他 176 228 404

地区別外来患者数（総数） 【2019年１〜12⽉】
 ◆全国

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数

件数 割合 件数
実患者数に対する

割合
北海道 700 150 0.22% 65 43.33%
⻘森県 1,082 194 0.28% 91 46.91%
岩手県 278 75 0.11% 32 42.67%
宮城県 474 112 0.16% 33 29.46%
秋田県 333 87 0.13% 33 37.93%
山形県 395 79 0.12% 33 41.77%
福島県 2,288 401 0.59% 168 41.90%
茨城県 8,274 1,481 2.16% 491 33.15%
栃木県 2,345 428 0.63% 151 35.28%
群馬県 2,203 399 0.58% 170 42.61%
埼玉県 52,039 8,290 12.11% 2,454 29.60%
千葉県 64,991 9,517 13.90% 3,002 31.54%
東京都 246,370 36,021 52.62% 12,368 34.34%
神奈川県 54,153 8,052 11.76% 2,777 34.49%
新潟県 908 173 0.25% 79 45.66%
富山県 341 81 0.12% 35 43.21%
石川県 104 30 0.04% 11 36.67%
福井県 76 24 0.04% 11 45.83%
山梨県 1,840 351 0.51% 115 32.76%
⻑野県 2,106 391 0.57% 153 39.13%
岐阜県 284 49 0.07% 27 55.10%
静岡県 1,435 297 0.43% 91 30.64%
愛知県 676 162 0.24% 76 46.91%
三重県 196 54 0.08% 21 38.89%
滋賀県 78 18 0.03% 9 50.00%
京都府 228 47 0.07% 25 53.19%
大阪府 522 147 0.21% 70 47.62%
兵庫県 442 102 0.15% 47 46.08%
奈良県 164 21 0.03% 11 52.38%
和歌山県 268 48 0.07% 22 45.83%
鳥取県 54 18 0.03% 10 55.56%
島根県 96 28 0.04% 11 39.29%
岡山県 184 26 0.04% 15 57.69%
広島県 278 75 0.11% 41 54.67%
山口県 186 55 0.08% 18 32.73%
徳島県 198 48 0.07% 12 25.00%
香川県 109 29 0.04% 8 27.59%
愛媛県 105 29 0.04% 16 55.17%
高知県 160 36 0.05% 20 55.56%
福岡県 350 94 0.14% 39 41.49%
佐賀県 57 13 0.02% 6 46.15%
⻑崎県 100 27 0.04% 12 44.44%
熊本県 116 37 0.05% 16 43.24%
大分県 90 29 0.04% 14 48.28%
宮崎県 319 66 0.10% 37 56.06%
⿅児島県 167 54 0.08% 22 40.74%
沖縄県 282 54 0.08% 32 59.26%
未分類 3,907 1,167 1.70% 729 62.47%

452,351 69,166 100.00% 23,729 34.31%

都道府県 延患者数
実患者数 新患者数
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病  名 男 ⼥ 合計
男性性器の悪性新⽣物(C60­C63) 567 567

C 60 陰茎の悪性新⽣物 1 1
C61 前⽴腺の悪性新⽣物 499 499
C62 精巣〈睾丸〉の悪性新⽣物 62 62
C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新⽣物 5 5

尿路の悪性新⽣物(C64­C68) 695 252 947
C 64 腎盂を除く腎の悪性新⽣物 94 39 133
C 65 腎盂の悪性新⽣物 78 19 97
C 66 尿管の悪性新⽣物 68 31 99
C 67 膀胱の悪性新⽣物 452 147 599
C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新⽣物 3 16 19

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物(C69­C72) 8 7 15
C 69 眼及び付属器の悪性新⽣物 8 7 15
C 70 髄膜の悪性新⽣物 0 0 0
C 71 脳の悪性新⽣物 0 0 0
C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新⽣物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新⽣物(C73­C75) 68 109 177
C 73 甲状腺の悪性新⽣物 66 106 172
C 74 副腎の悪性新⽣物 1 3 4
C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新⽣物 1 0 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新⽣物(C76­C80) 249 332 581
C 76 その他及び部位不明確の悪性新⽣物 0 0 0
C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新⽣物 13 16 29
C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新⽣物 160 163 323
C 79 その他の部位の続発性悪性新⽣物 39 118 157
C 80 部位の明⽰されない悪性新⽣物 37 35 72

リンパ組織,造⾎組織及び関連組織の悪性新⽣物(C81­C96) 471 335 806
C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 12 14 26
C 82 ろ<慮>胞性［結節性］⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 32 25 57
C 83 びまん性⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 199 151 350
C 84 末梢性及び⽪膚Ｔ細胞リンパ腫 14 10 24
C 85 ⾮ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 154 79 233
C 88 悪性免疫増殖性疾患 2 5 7
C 90 多発性⾻髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 30 33 63
C 91 リンパ性⽩⾎病 1 3 4
C 92 ⾻髄性⽩⾎病 18 12 30
C 93 単球性⽩⾎病 0 0 0
C 94 その他の細胞型の明⽰された⽩⾎病 0 0 0
C 95 細胞型不明の⽩⾎病 8 2 10
C 96 リンパ組織,造⾎組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新⽣物 1 1 2

独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物(C97) 0 0 0
C 97 独⽴した(原発性)多部位の悪性新⽣物 0 0 0

②その他の新⽣物(D00­D48) 595 889 1,484
上⽪内新⽣物(D00­D09) 0 43 43
⼦宮頸〈部〉の上⽪内癌(再掲) (41) (41)
良性新⽣物(D10-D36) 105 159 264
性状不詳⼜は不明の新⽣物(D37­D48) 490 687 1,177

③その他 780 1,017 1,797
⾎液及び造⾎器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50­D89) 20 27 47
循環器系の疾患(Ｉ00­Ｉ99) 28 54 82
呼吸器系の疾患(Ｊ00­Ｊ99) 100 48 148
消化器系の疾患(Ｋ00­Ｋ93) 410 259 669
尿路性器系の疾患(Ｎ00­Ｎ99) 46 401 447
その他 176 228 404

地区別外来患者数（総数） 【2019年１〜12⽉】
 ◆全国

＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数

件数 割合 件数
実患者数に対する

割合
北海道 700 150 0.22% 65 43.33%
⻘森県 1,082 194 0.28% 91 46.91%
岩手県 278 75 0.11% 32 42.67%
宮城県 474 112 0.16% 33 29.46%
秋田県 333 87 0.13% 33 37.93%
山形県 395 79 0.12% 33 41.77%
福島県 2,288 401 0.59% 168 41.90%
茨城県 8,274 1,481 2.16% 491 33.15%
栃木県 2,345 428 0.63% 151 35.28%
群馬県 2,203 399 0.58% 170 42.61%
埼玉県 52,039 8,290 12.11% 2,454 29.60%
千葉県 64,991 9,517 13.90% 3,002 31.54%
東京都 246,370 36,021 52.62% 12,368 34.34%
神奈川県 54,153 8,052 11.76% 2,777 34.49%
新潟県 908 173 0.25% 79 45.66%
富山県 341 81 0.12% 35 43.21%
石川県 104 30 0.04% 11 36.67%
福井県 76 24 0.04% 11 45.83%
山梨県 1,840 351 0.51% 115 32.76%
⻑野県 2,106 391 0.57% 153 39.13%
岐阜県 284 49 0.07% 27 55.10%
静岡県 1,435 297 0.43% 91 30.64%
愛知県 676 162 0.24% 76 46.91%
三重県 196 54 0.08% 21 38.89%
滋賀県 78 18 0.03% 9 50.00%
京都府 228 47 0.07% 25 53.19%
大阪府 522 147 0.21% 70 47.62%
兵庫県 442 102 0.15% 47 46.08%
奈良県 164 21 0.03% 11 52.38%
和歌山県 268 48 0.07% 22 45.83%
鳥取県 54 18 0.03% 10 55.56%
島根県 96 28 0.04% 11 39.29%
岡山県 184 26 0.04% 15 57.69%
広島県 278 75 0.11% 41 54.67%
山口県 186 55 0.08% 18 32.73%
徳島県 198 48 0.07% 12 25.00%
香川県 109 29 0.04% 8 27.59%
愛媛県 105 29 0.04% 16 55.17%
高知県 160 36 0.05% 20 55.56%
福岡県 350 94 0.14% 39 41.49%
佐賀県 57 13 0.02% 6 46.15%
⻑崎県 100 27 0.04% 12 44.44%
熊本県 116 37 0.05% 16 43.24%
大分県 90 29 0.04% 14 48.28%
宮崎県 319 66 0.10% 37 56.06%
⿅児島県 167 54 0.08% 22 40.74%
沖縄県 282 54 0.08% 32 59.26%
未分類 3,907 1,167 1.70% 729 62.47%

452,351 69,166 100.00% 23,729 34.31%

都道府県 延患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2019 年 1 ～ 12 月】
	 ◆全国		  ＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

地区別外来患者数（総数） 【2019 年１～ 12 月】
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地区別外来患者数 （総数） 【2019年1〜12⽉】
 ◆東京都 ＊ 新患者数＝当院を初めて受診した患者数

件数 割合 件数
実患者数に
対する割合

千代田区 1,432 269 0.74% 116 43.12%
中央区 5,526 849 2.34% 321 37.81%
港区 7,736 1,223 3.38% 518 42.35%
新宿区 4,780 781 2.16% 280 35.85%
文京区 3,125 581 1.60% 198 34.08%
台東区 3,830 593 1.64% 269 45.36%
墨田区 6,689 879 2.43% 277 31.51%
江東区 33,606 4,509 12.45% 1,678 37.21%
品川区 10,551 1,396 3.86% 502 35.96%
目⿊区 5,150 807 2.23% 271 33.58%
大田区 15,108 2,069 5.71% 720 34.80%
世田谷区 16,548 2,476 6.84% 868 35.06%
渋谷区 5,100 730 2.02% 271 37.12%
中野区 4,836 753 2.08% 241 32.01%
杉並区 9,469 1,591 4.39% 546 34.32%
豊島区 6,272 1,024 2.83% 361 35.25%
北区 4,435 709 1.96% 212 29.90%
荒川区 2,194 338 0.93% 137 40.53%
板橋区 9,465 1,475 4.07% 449 30.44%
練馬区 13,274 1,983 5.48% 569 28.69%
⾜⽴区 7,288 1,078 2.98% 330 30.61%
葛飾区 7,989 1,092 3.02% 352 32.23%
江⼾川区 22,520 3,045 8.41% 922 30.28%
都下 39,447 5,960 16.46% 1,960 32.89%

246,370 36,210 100.00% 12,368 34.16%

延患者数
実患者数 新患者数

地区別外来患者数（総数） 【2019 年 1 ～ 12 月】
	 ◆東京都		  ＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

地区別外来患者数（総数） 【2019 年１～ 12 月】
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病理検査 【2019年1〜12⽉】
病理検査件数 細胞診検査件数

外来 ⼊院 合計 年間件数
総件数     ー    ー 33,970 ⼦宮膣、頸部 7,864
部位数（臓器分類単位） 28,069 37,525 65,594 ⼦宮内膜 4,812
ブロック数（検体分類別） 25,666 103,416 129,082 ⼿術 0
染⾊スライド数（特染含む）     ー    ー 231,299 婦⼈科健診(⼦宮膣・頸部） 5,021
染⾊スライド数（特染のみ）     ー    ー 61,335 婦⼈科健診(⼦宮内膜） 4,011
保険部位数         43,193 29,168 72,361 21,708
ＥＭ                ー    ー 乳腺 1,663
抗体法               ー    ー 乳腺健診 0
迅速件数              ー    ー 4,657 甲状腺 428
診断料           17,124 7,805 24,929 その他 356
診断のみ              ー    ー 2,609 978
レポート画像            ー    ー    ー 178
ミクロ画像             ー     ー 991
マクロ画像             ー    ー    ー ブラシ・針 264
その他画像             ー    ー    ー 喀痰 68
呼吸器内科             ー    ー 410 喀痰健診 6,978
呼吸器外科             ー    ー 1,198 4,379
消化器内科             ー    ー 11,086 尿 4,127
消化器外科            ー    ー 4,248 尿健診 0

脳脊髄液
リンパ節

呼吸器

体腔液

泌尿器

項  ⽬

婦⼈科

婦⼈科合計

乳腺

頭頚部

⾻軟部

消化器外科 , 尿健診
乳腺科               ー    ー 3,862 21
婦⼈科               ー    ー 3,918 607
頭頸科               ー    ー 1,709 269
整形外科              ー    ー 1,562 21,307
泌尿器科              ー    ー 1,466
⾎液腫瘍科             ー    ー 640
総合腫瘍科             ー    ー 58
放射線治療             ー    ー 1
免疫・遺伝             ー    ー    ー
総合内科              ー    ー    ー
腫瘍精神科             ー    ー    ー
眼科                ー    ー 212
⽪膚科               ー    ー 147
⻭科                ー    ー 7
⼀般外科              ー    ー    ー
形成外科              ー    ー 57
⿇酔科               ー    ー    ー
救急部               ー    ー    ー
緩和ケア部             ー    ー    ー
放射線診断             ー    ー 39
健診ドック             ー    ー 3,345
健診消内              ー    ー 1
健診婦⼈科             ー    ー    ー
健診乳外              ー    ー    ー
健診職員              ー    ー    ー
遺伝⼦診療             ー    ー 4

膵・胆管・⼤腸
その他

婦⼈科外合計

総合計 43,015

迅  速  件  数
(上記総合計の中に含む)

3,332

⾷道・胃

病理検査 【2019 年 1 ～ 12 月】
　 病理検査数					     　　  細胞診検査数
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CT 検査件数・MRI 検査件数・核医学検査件数
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件
数

内視鏡検査件数
検  査  項  ⽬ ２０１9年
⾷道・胃スコピー 1,262

⾷道・胃スコピー（ポリープ・ＥＭＲ） 866
⼤腸スコピー 7,103

⼤腸スコピー（ポリープ・ＥＭＲ） 3,567
エコースコピー（胃・⾷道） 362
エコースコピー（⼤腸） 98

エコースコピー（肝・胆・膵） 994
気管⽀スコピー 333

ＥＲＣＰ・ＰＴＣD 2,959
⾎管造影 1,397
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内視鏡検査件数
検  査  項  ⽬ ２０１9年
⾷道・胃スコピー 1,262

⾷道・胃スコピー（ポリープ・ＥＭＲ） 866
⼤腸スコピー 7,103

⼤腸スコピー（ポリープ・ＥＭＲ） 3,567
エコースコピー（胃・⾷道） 362
エコースコピー（⼤腸） 98

エコースコピー（肝・胆・膵） 994
気管⽀スコピー 333

ＥＲＣＰ・ＰＴＣD 2,959
⾎管造影 1,397

超⾳波検査
2019年

呼吸器内科 595
呼吸器外科 646
消化器内科 2,066
消化器外科 6,513
乳腺科 18,668
婦⼈科 12,729
頭頸科 6,734
整形外科 1,270
泌尿器科 1,679
⾎液腫瘍科 1,499
総合腫瘍科 335
放射線治療部 100
総合内科 1,410
腫瘍精神科 3
眼科 266
⽪膚科 5
形成外科 914
⿇酔科 1
救急部 7
緩和治療科 17
画像診断部 82
健診（ドック） 27,712
健診（内科） 1
健診（婦⼈） 1
健診（乳腺） 0
遺伝⼦診療部 20
患者・家族⽀援センター 2

内視鏡検査件数						      　 超音波検査件数
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①部位別・男⼥別件数
部位 総数 男 ⼥

⼝腔・咽頭 447 329 118
⾷道 520 421 99
胃 1,207 789 418
⼗⼆指腸・⼩腸 58 31 27
⼤腸 1,249 690 559
肝臓 113 89 24
胆嚢・胆管 131 79 52
膵臓 397 205 192
喉頭 70 67 3
肺 631 365 266
⾻・軟部 120 67 53
⽪膚 74 33 41
乳房 1,492 3 1,489
⼦宮頸部 526 0 526
⼦宮体部 352 0 352
卵巣 200 0 200
前⽴腺 348 348 0
膀胱 212 164 48
腎・他の尿路 172 113 59
甲状腺 199 51 148
悪性リンパ腫 215 124 91
多発性⾻髄腫 22 9 13
⽩⾎病 13 10 3
他の造⾎器腫瘍 13 8 5
原発不明 23 10 13
その他 212 83 129

総計 9,016 4,088 4,928

院内がん登録集計
①部位別・男女別件数
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②診断時居住地件数（東京都医療圏別内訳）
地域名 総数

区東部
（江東区・江⼾川区・墨⽥区）

1,176

区⻄北部
（豊島区・北区・板橋区・練⾺区）

613

区⻄南部区⻄南部
（⽬⿊区・世⽥⾕区・渋⾕区）

509

区南部
（品川区・⼤⽥区）

471

区⻄部
（新宿区・中野区・杉並区）

362
（新宿区・中野区・杉並区）
区東北部
（荒川区・⾜⽴区・葛飾区）

334

区中央部
（千代⽥区・中央区・港区・⽂京区・台東区）

437

南多摩 220
（⼋王⼦市・町⽥市・⽇野市・多摩市・稲城市）

220

北多摩南部
（武蔵野市・三鷹市・府中市・調布市・⼩⾦井市・狛

222

北多摩北部
（⼩平市・東村⼭市・清瀬市・東久留⽶市・⻄東京

172

北多摩⻄部北多摩⻄部
（⽴川市・昭島市・国分寺市・国⽴市・東⼤和市・武

96

⻄多摩
（⻘梅市・福⽣市・⽻村市・あきる野市・⻄多摩郡）

48

島しょ 9

総 計 4,669

②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）
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診断時居住地（関東内訳）
4669
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東京都 千葉県 埼⽟県 神奈川県 茨城県 群⾺県 栃⽊県

180

149

76
100
120
140
160
180
200

76

55

30 28

61 59

0
20
40
60
80

- 25 -



③
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③主要５部位治療別件数
当院で初回治療を開始した症例（症例区分 20・30）
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④
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【420】症例区分(2016年版) (複数のアイテム)

列ラベル
0期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 不明 該当せず 総計

データの個数 / （40）患者名(姓名) 1021 3610 1124 1038 1144 58 138 8133

⑤ステージ別件数

0期
1021

Ⅰ期

3610
Ⅱ期

1124
Ⅲ期

1038
Ⅳ期

1144
不明
58

該当せず
138

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000

ステージ別件数

⑤ステージ別件数
当院で診断、治療を実施した症例（症例区分 10・20・21・30・31）
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⑦症例区分別件数
症例区分 件数 ⽐率

10：診断のみ 239 2.7%

20：⾃施設診断・⾃施設治療開始 4,059 45.0%

21：⾃施設診断・⾃施設治療継続 3 0.0%21：⾃施設診断 ⾃施設治療継続 3 0.0%

30：他施設診断・⾃施設治療開始 3,524 39.1%

31：他施設診断・⾃施設治療継続 308 3.4%

40：初回治療終了後 391 4.3%

80：その他 492 5.5%

総計 9,016 100.0%

症例区分別件数

2.7% 45.0% 39.1% 3.4%4.3% 5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：⾃施設診断・⾃施設治療開始
21：⾃施設診断・⾃施設治療継続 30：他施設診断・⾃施設治療開始
31：他施設診断・⾃施設治療継続 40：初回治療終了後

80：その他

⑦症例区分別件数

2.7% 45.0% 39.1% 3.4%4.3% 5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

症例区分別件数

10：診断のみ 20：自施設診断・自施設治療開始 21：自施設診断・自施設治療継続

30：他施設診断・自施設治療開始 31：他施設診断・自施設治療継続 40：初回治療終了後

80：その他
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8．一般公開講座
日程 時間 場所 題名 講師 担当部署 参加人数

2019.5.24 13:30 〜 15:00 野村證券新宿支店
ハッピーライフセミナー
「がん研有明病院の専門医によるがんの話〜早期に⾒つかれば、
がんは治る」

⼟⽥知宏健診センター⻑ 健診センター 約100

2019.7.27 13:30 〜 17:00 吉⽥富三記念講堂 ブラック・ジャック セミナー 佐野武病院⻑、他 病院⻑、外科系各科、看護部 34

2019.7.31 9:00 〜 17:00 吉⽥富三記念講堂 がんを知る サマーセミナーinがん研有明病院（江東区高校生）

上野貴之乳腺外科部⻑
上間美⼣紀看護副師⻑
⻫藤典⼦がん生物部⻑
⽚⼭量平基礎研究部⻑

副院⻑、看護部、研究所、
臨床検査センター

10

2019.10.27 10:00〜12:00 吉⽥富三記念講堂 がんとうまく付き合うためのエッセンス 看護部 看護部 111

2019.12.14 14:00〜16:00 北沢タウンホール 医師が教える⼦宮がんの基礎知識 宇津⽊久仁⼦検診部⻑ 健診センター 80
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と臨床経過の比較検討．

	 第 105 回日本消化器病学会総会： 金沢市， 
2019． 

66．	 赤澤直樹， 藤崎順子， 高松学， 吉水祥一， 堀内
裕介， 石山晃世志， 由雄敏之， 平澤俊明， 土田
知宏．

	 早期未分化型胃癌の臨床病理学的特徴，進展様
式と H．pylori 感染の関連性について．

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間（JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

67．	 赤澤直樹．
	 研修医 I（食道・胃・十二指腸）．
	 日本消化器病学会関東支部第 356 回例会： 東

京， 2019． 

68．	 赤澤直樹， 並河健， 中野薫， 藤崎順子．
	 表在型バレット食道腺癌の異時、同時多発病変

の検討．
	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019．

【下部消化管内科】
1．	 Tamegai， Y．，  Fukunaga， Y．
	 Progress in full-thickness excision surgery 

in the gastrointestinal tract：Laparoscopic 
and endoscopic cooperative surgery（LECS） 
to overcome the limitations of endoscopic 
resection for colorectal tumours．

	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 
2019． 

2．	 Yakabi， S．， Takamatsu， M．， Saito， S．
	 Diagnosis and treatment for SM cancer us-

ing “JNET” classification：The risk of lymph 
node metastasis and criteria for curable 
submucosal invasive colorectalcancer．

	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 
2019． 

3．	 中尾栄祐 ，  ほか．
	 Endocytoscopy が有用であった Is+IIc を呈し

た粘膜内癌の一例．
	 第 29 回大腸 IIc 研究会： 東京， 2019． 

4．	 中尾栄祐， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
五十嵐正広．

	 当院における下部消化管内視鏡検査の工夫：通
常光観察から超拡大観察まで．

	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 

5．	 中尾栄祐， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
五十嵐正広．

	 超拡大内視鏡所見と JNET 分類・pit pattern
分類および病理組織所見との整合性に関する検
討．
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	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 

6．	 五十嵐正広．
	 潰瘍性大腸炎の日常診療でベドリズマブをどう

使っていくか．
	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019． 

7．	 井出大資．
	 大腸・その他．
	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019． 

8．	 光吉優貴， 斎藤彰一， 屋嘉比聖一， 井出大資， 
千野晶子， 五十嵐正広．

	 全大腸炎型潰瘍性大腸炎の長期罹患経過観察中
に直腸進行癌を発症した 1 例．

	 日本消化器病学会関東支部第 357 回例会： 東
京， 2019． 

9．	 光吉優貴， 井出大資， 斎藤彰一， 池之山洋平， 
畑森裕之， 屋嘉比聖一， 西川雄介， 安江千尋， 
千野晶子， 五十嵐正広．

	 大 腸 ESD 初 学 者 に お け る traction device
（TD）の有用性と TD を併用した粘膜下ポケッ
ト形成法への応用．

	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 
2019． 

10．	 光吉優貴．
	 大腸：大腸腫瘍．
	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019． 

11．	 千野晶子 ，  佐々木文郷．
	 大腸腫瘍 NET．
	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 

2019． 

12．	 安江千尋， 千野晶子， 井出大資， 斎藤彰一， 
五十嵐正広， 高松学， 河内洋．

	 単施設における直腸 T1 癌の治療成績 
	 第 90 回大腸癌研究会： 京都市， 2019． 

13．	 屋嘉比聖一， 高松学， 斎藤彰一．
	 大腸 T1（SM）癌におけるリンパ節転移率の高

い病理学的危険因子および内視鏡的所見の検
討．

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 （JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

14．	 屋嘉比聖一， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
河内洋．

	 全大腸炎型潰瘍性大腸炎の長期罹患経過観察中
に直腸進行癌を発症した 1 例．

	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 

15．	 斎藤彰一 ，  浦岡俊夫．
	 腫瘍の診断・治療．
	 第 37 回日本大腸検査学会総会： 東京， 2019． 

16．	 斎藤彰一 ，  斎藤豊．
	 Diagnosis and treatment for SM cancer us-

ing “JNET” classification．
	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 

2019． 

17．	 斎藤彰一 ，  田邊聡．
	 日常臨床に役立つ画像強調内視鏡診断法．
	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019． 

18．	 斎藤彰一．
	 下部消化管腫瘍に対する内視鏡治療：工夫とト

ラブルシューティング．
	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 

東京， 2019． 

19．	 松野高久 ，  ほか．
	 SM 浸 潤 癌 を 疑 っ た LST-NG（Pseudo-de-

pressed type）の一例．
	 第 29 回大腸 IIc 研究会： 東京， 2019． 

20．	 松野高久， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 河
内洋．

	 当院における大腸腫瘍性病変に対する JNET 分
類の診断成績．

	 第 109 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 
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21．	 池之山洋平．
	 当院における JNET 分類の診断の特徴と成績．
	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 

2019． 

22．	 池之山洋平， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
河内洋．

	 大腸腫瘍性病変に対する JNET 分類の有用性に
ついて．

	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 

23．	 為我井芳郎 ，  斉田芳久．
	 大腸 LECS の現状と課題．
	 第 20 回腹腔鏡内視鏡合同手術研究会： 神戸市， 

2019． 

24．	 為我井芳郎， 武田晋一郎， 財部紗基子．
	 繊維化病変に対する大腸 ESD の治療成績と課

題．
	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間（JDDW 

2019）： 神戸市， 2019． 

25．	 為我井芳郎 ，  佐藤嘉高．
	 小腸大腸その他．
	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 

2019． 

26．	 畑森裕之， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
五十嵐正広．

	 上行結腸に認めた早期内分泌細胞癌の一例 
	 早期胃癌研究会 2019 年 3 月度例会： 東京， 

2019． 

27．	 畑森裕之， 千野晶子， 斎藤彰一．
	 大腸鋸歯状病変の基礎と臨床の最前線　分子生

物学的アプローチによる大腸鋸歯状病変の生物
学的特性の検討．

	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会： 東京， 
2019． 

28．	 石岡充彬， 斎藤彰一， 井出大資， 千野晶子， 
五十嵐正広．

	 下部消化管内視鏡検査時における腸管前処置薬
の比較検討．

	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019． 

29．	 鈴木桂悟， 安江千尋， 斎藤彰一．
	 当院での大腸腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同手

術（Laparoscopic Cooperative Surgery-Col-
orectal； LECS-CR）の治療成績 

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間（JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

30．	 鈴木桂悟 ，  ほか．
	 リンパ節転移を伴った直腸 LST-NG 病変の一

例．
	 第 29 回大腸 IIc 研究会： 東京， 2019． 

31．	 鈴木桂悟， 池之山洋平， 光吉優貴， 中尾栄祐， 
城間翔， 松野高久， 屋嘉比聖一， 井出大資， 千
野晶子， 斎藤彰一， 五十嵐正広．

	 当院における大腸腫瘍性病変に対する JNET 分
類の診断成績．

	 第 37 回日本大腸検査学会総会： 東京， 2019． 

32．	 鈴木桂悟， 安江千尋， 斎藤彰一， 福長洋介．
	 当院における大腸腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡

合 同 手 術（Laparoscopic cooperative sur-
gery-colorectal； LECS-CR）の治療成績．

	 第 108 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会： 
東京， 2019．

【食道外科】
1.	 Imamura, Y., Toihata, T., Takamatsu, M., 

Tanaka, N., Mine, S., Mori, S., Oki, E., Mori-
ta, M., Baba, H., Sano, T., Watanabe, M.

	 MSI-low is an intermediate type between 
MSI-high and MSS in esophagogastric junc-
tion adenocarcinoma.

	 Gastrointestinal Cancer Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2019. 

2.	 Imamura, Y., Toihata, T., Takamatsu, M., 
Tanaka, N., Mine, S., Mori, S., Oki, E., Mori-
ta, M., Baba, H., Sano, T., Watanabe, M.

	 MSI-L tumors exhibited an intermediate 
tumor immune microenvironment between 
MSI-H and MSS in esophagogastric junction 
adenocarcinoma.

	 11th AACR-JCA Joint Conference: Maui, HI, 
USA, 2019. 
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3.	 Mine, S., Watanabe, M., Imamura, Y., 
Okamura, A., Kozuki, R., Takahashi, K., Toi-
hata, T.

	 Prophylactic lymphadenectomy without 
clinical supraclavicular nodal metastasis.

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

4.	 Watanabe, M., Kozuki, R., Toihata, T., Taka-
hashi, K., Okamura, A., Imamura, Y., Mine, 
S.

	 Minimally-invasive surgery for salvage 
esophagectomy.

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

5.	 Watanabe, M., Kozuki, R., Toihata, T., Taka-
hashi, K., Okamura, A., Imamura, Y., Mine, 
S.

	 Predictive factors for treatment failure and 
efforts to improve the long-term outcomes 
of patients with locally advanced esopha-
geal cancer.

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 
2019. 

6.	 Watanabe, M.
	 The current situation and trends of esoph-

ageal surgery clinical study.
	 Boao Surgery Forum, GCTAB Summit 

2019: Boao, China, 2019. 

7.	 Watanabe, M.
	 Reconstruction after esophagectomy for 

patients with a history of gastrectomy.
	 Yonsei Workshop on Esophageal Cancer: 

Seoul, Korea, 2019. 

8.	 上月亮太郎 , 渡邊雅之 , 問端輔 , 高橋慶太 , 岡
村明彦 , 今村裕 , 峯真司 .

	 高齢者食道癌に対する治療選択 .
	 第 119 回日本外科学会定期学術集会 : 大阪市 , 

2019. 

9.	 上月亮太郎 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 今村裕 , 問端
輔 , 高橋慶太 .

	 高齢者の局所進行食道癌に対する治療選択の現
状と課題 .

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

10.	 今村裕 , 問端輔 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 岡村
明彦 , 峯真司 , 高松学 , 田中教生 , 森誠一 , 比
企直樹 , 竹内賢吾 , 沖英次 , 森田勝 , 馬場秀夫 , 
佐野武 , 野田哲生 , 渡邊雅之 .

	 サロゲートマーカーを用いた遺伝子解析の工夫
と国際共同研究による消化器癌研究推進 .

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会 : 大阪市 , 
2019. 

11.	 今村裕 , 問端輔 , 高松学 , 峯真司 , 沖英次 , 森
田勝 , 布部創也 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .

	 EGJ adenocarcinoma with MSI-low may be 
beneficial for immune therapy.

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

12.	 今村裕 , 問端輔 , 高松学 , 峯真司 , 沖英次 , 森
田勝 , 比企直樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .

	 食道胃接合部腺癌における MSI-low の臨床病
理分子生物学的学特徴と予後予測バイオマー
カーの検討 .

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 
2019. 

13.	 今村裕 , 問端輔 , 峯真司 , 高松学 , 沖英次 , 森
田勝 , 比企直樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .

	 食道胃接合部腺癌における MSI-low 腫瘍の特
徴 .

	 第 91 回日本胃癌学会総会 : 沼津市 , 2019. 

14.	 問端輔 , 今村裕 , 上月亮太郎 , 高橋慶太 , 岡村
明彦 , 峯真司 , 吉田直矢 , 佐伯浩司 , 沖英次 , 
山本学 , 森田勝 , 比企直樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 
渡邊雅之 .

	 食道胃接合部腺癌における組織型別にみた
FOXP3/CD8 比の意義 .

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会 : 大阪市 , 
2019. 

15.	 問端輔 , 今村裕 , 高松学 , 峯真司 , 森田勝 , 布
部創也 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .
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	 食道胃接合部腺癌における腫瘍浸潤リンパ球の
評価方法の検討 .

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

16.	 問端輔 , 今村裕 , 高松学 , 峯真司 , 沖英次 , 森
田勝 , 比企直樹 , 馬場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .

	 腫瘍辺縁 FOXP3/CD8 比は EBV 陽性と MSI-H
を除く Diffuse 型食道胃接合部癌の予後因子で
ある .

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 
2019. 

17.	 問端輔 , 高松学 , 峯真司 , 沖英次 , 森田学 , 馬
場秀夫 , 佐野武 , 渡邊雅之 .

	 FOXP3/CD8 比は Diffuse 型食道胃接合部癌の
予後因子である .

	 第 91 回日本胃癌学会総会 : 沼津市 , 2019. 

18.	 宇田川晴司 ,  渡邊雅之 .
	 食道癌手術における再建の best practice.
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 

2019. 

19.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 今村裕 , 問端輔 , 
高橋慶太 , 上月亮太郎 , 佐野武 .

	 食道切除術における術後炎症反応と予後 .
	 第 119 回日本外科学会定期学術集会 : 大阪市 , 

2019. 

20.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 上月亮太郎 , 問端輔 , 高
橋慶太 , 速水克 , 今村裕 , 峯真司 .

	 初診時切除不能局所進行食道癌に対するサル
ベージ手術の適応と成績 .

	 第 73 回 日 本 食 道 学 会 学 術 集 会 : 福 岡 市 , 
2019. 

21.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 今村裕 , 問端輔 , 
高橋慶太 , 上月亮太郎 , 山下公太郎 , 佐野武 .

	 胸腔鏡下食道切除術における術後炎症と予後 .
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 

2019. 

22.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 上月亮太郎 , 大
竹玲子 , 髙橋慶太 , 問端輔 , 今村裕 .

	 臨床的壁内転移を伴う食道扁平上皮癌の治療成
績 .

	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

23.	 岡村明彦 , 渡邊雅之 , 峯真司 , 今村裕 , 問端輔 , 
高橋慶太 , 上月亮太郎 , 佐野武 .

	 低侵襲食道切除術における術後合併症と予後 .
	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間（JDDW 

2019）: 神戸市 , 2019. 

24.	 峯真司 , 渡邊雅之 , 今村裕 , 岡村明彦 , 上月亮
太郎 , 高橋慶太 , 問端輔 , 井田智 , 熊谷厚志 , 
布部創也 , 比企直樹 .

	 食道胃接合部腺癌に対して食道切除を行う際の
リンパ節郭清と再建法の問題点 .

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会 : 大阪市 , 
2019. 

25.	 峯真司 .
	 手術 10.
	 第 73 回日本食道学会学術集会 ;: 福岡市 , 

2019. 

26.	 峯真司 , 渡邊雅之 , 今村裕 , 岡村明彦 , 高橋慶
太 , 問端輔 , 上月亮太郎 .

	 食道切除術における胃管再建経路の検討 .
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 

2019. 

27.	 日月裕司 , 渡邊雅之 .
	 食道癌サルベージ手術の適応と術式の工夫：特

に高度局所進行症例への対応とリンパ節郭清の
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嵜寿矢， 秋吉高志， 長山聡， 福長洋介， 比企直
樹， 上野雅史．

	 Covering ileostomy を伴う直腸切除術におけ
る High output syndrome と栄養状態悪化の
現状と対策．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

46．	 中西良太， 小西毅， 向井俊貴， 山口智弘， 長嵜
寿矢， 秋吉高志， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 がん研有明病院大腸外科における内視鏡技術認
定取得を目指した教育システム．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

47．	 中西良太， 秋吉高志， 福長洋介， 向井俊貴， 山
口智弘， 長嵜寿矢， 小西毅， 長山聡， 上野雅資．

	 下部直腸癌に対する TaTME 併用腹腔鏡 ISR の
手技と短期成績．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

48．	 吉岡聡， 藤本佳也， 松浦信子， 石川加奈子， 藤
浪文子， 上野雅資．

	 ストーマ近傍に発生した局所進行異時性大腸癌
に対し、腹壁再建を伴う根治切除術を施行した
2 例．

	 第 36 回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ
ン学会総会： 大阪市， 2019． 

49．	 向井俊貴， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 小
西毅， 長山聡， 上野雅資， 福長洋介．

	 cT4b 結腸癌に対する腹腔鏡下手術の治療成績．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 

50．	 富永哲郎， 秋吉高志， 長嵜寿矢， 山口智弘， 藤
本佳也， 小西毅， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 直腸癌術前化学放射線療法におけるリンパ節
regression の予後に対する影響．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

51．	 富永哲郎， 秋吉高志， 長嵜寿矢， 山口智弘， 小
西毅， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 直腸癌術前化学放射線療法施行症例における可
溶性 PD-L1 値と予後に関する検討．

	 第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会： 東京， 
2019． 

52．	 富永哲郎， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 山口智弘， 小
西毅， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 腹腔鏡下結腸切除患者における術前 Prognostic 
nutritional index と術後合併症に関する検討．

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 （JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

53．	 小倉淳司， 秋吉高志， 山本智理子， 河内洋， 石
川雄一， 森誠一， 大庭幸治， 梛野正人， 福長洋
介， 上野雅資．

	 直腸癌における術前化学放射線療法と PD-L1
の発現及び CD8 陽性 T 細胞の関係性について．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

54．	 小西毅．
	 局所進行下部直腸癌に対する CRT vs 側方郭

清．
	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 

2019． 

55．	 小西毅， 向井俊樹， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉
高志， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 JCOG0212 は予防的側方郭清を支持したの
か？：両側予防郭清を標準としない立場からの
解釈と提言．
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	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

56．	 小西毅．
	 局所進行・再発直腸癌に対する手術手技．
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 

2019． 

57．	 小西毅．
	 直腸癌の集学的治療と Watch ＆ Wait ：外科医

はどう貢献すべきか．
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 

2019． 

58．	 小西毅．
	 腹腔鏡下側方リンパ節郭清：上から、下から、

横から：困難症例の対処．
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 

2019． 

59．	 小西毅．
	 超低位吻合から拡大手術．
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 

2019． 

60．	 小西毅．
	 マルチアングルから見た骨盤手術解剖：鏡視下

骨盤手術の解剖と展開のコツ：直腸外科の立場
から．

	 第 16 回日本婦人科がん会議： 東京， 2019． 

61．	 小西毅．
	 骨盤内視鏡外科：Challenge for innovation．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 

62．	 小西毅．
	 局所進行下部直腸癌に対する術前治療の選択と

治療成績．
	 第 90 回大腸癌研究会： 京都市， 2019． 

63．	 山口智弘．
	 直腸がん手術におけるロボットの有用性と手術

のコツ．
	 第 15 回名古屋消化器外科セミナー 名古屋市， 

2019． 

64．	 山口智弘．
	 技術認定医合格を目指して．
	 6th JUNTENDO UNIVERSITY Colorectal 

Video Conference： 東京， 2019． 

65．	 山口智弘．
	 ロボット手術導入時の工夫．
	 第 11 回腹腔鏡下大腸切除研究会セミナー： 国

頭郡恩納村， 2019． 

66．	 山口智弘．
	 直腸癌手術におけるモダリティーの選択：開腹 

・ 腹腔鏡 ・ ロボット．
	 第 44 回日本外科系連合学会学術集会： 金沢市， 

2019． 

67．	 山口智弘．
	 直腸癌に対するロボット手術導入時の工夫．
	 第 51 回埼玉大腸疾患研究会： さいたま市， 

2019． 

68．	 山口智弘．
	 大腸切除術に対する対空内吻合導入を目指し

て．
	 1st Intracorporeal anastomosis hands-on 

seminar： 東京， 2019． 

69．	 山口智弘．
	 ロボット手術を安全に導入するためには？．
	 県北周術期研究会：医療の安全を考える会： 大

田原市， 2019． 

70．	 山口智弘．
	 悩みを解消し能力を引き出す！ ロボット支援

下直腸切除術の工夫．
	 第 81 回 日 本 臨 床 外 科 学 会 総 会： 高 知 市， 

2019． 

71．	 山口智弘 ，  鈴木伸明．
	 直腸・肛門．
	 第 81 回 日 本 臨 床 外 科 学 会 総 会： 高 知 市， 

2019． 

72．	 山口智弘．
	 大腸悪性：直腸癌ロボット支援手術 1．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 
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73．	 山口智弘， 田島ジェシー雄， 江本慎， 中西良太， 
平山和義， 永岡智之， 松井信平， 村橋賢， 向井
俊貴， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 小西毅， 長山聡， 上
野雅資， 福長洋介．

	 直腸癌に対するロボット支援手術の問題点をど
う解決するか？

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

74．	 山口智弘．
	 直腸癌に対する腹腔鏡下側方リンパ節郭清の適

応、予後．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 

75．	 山口智弘．
	 結腸癌体腔内吻合から直腸癌ロボット手術：明

日からの診療に役立つ手技のコツ．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 

76．	 山口智弘， 富永哲郎， 永岡智之， 本間理， 松井
信平， 南宏典， 宮成淳， 長嵜寿矢， 藤本佳也， 秋
吉高志， 小西毅， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 当院におけるロボット支援下直腸癌手術の導入
と実際．

	 第 11 回日本ロボット外科学会： 名古屋市， 
2019． 

77．	 山口智弘．
	 局所進行下部直腸癌に対する術前治療の選択と

治療成績．
	 第 90 回大腸癌研究会： 京都市， 2019． 

78．	 山口智弘．
	 直腸癌に対する最新の手術手技について．
	 武庫川大腸癌セミナー： 尼崎市， 2019． 

79．	 山口智弘．
	 保険適用となったロボット支援下直腸がん手術．
	 第 3 回がん研・海上ビル診療所合同セミナー： 

東京， 2019． 

80．	 山口智弘．
	 ロボット手術の実際と今後の展望．
	 第 4 回 MIOS （Minimally Invasive Ophthal-

mic Surgery） の会： 横浜市， 2019． 

81．	 山口智弘．
	 超音波凝固切開装置の原理と使用法．
	 Tokyo SoTM Conference For Colorectal Sur-

gery： 東京， 2019． 

82．	 平山和義， 長嵜寿矢， 南宏典， 山口智弘， 藤本
佳也， 秋吉高志， 小西毅， 長山聡， 福長洋介， 上
野雅資．

	 当院における閉塞性大腸癌に対する術前ステン
ト留置症例の検討．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

83．	 平山和義， 長山聡， 中西良太， 江本慎， 田島
ジェシー雄， 永岡智之， 松井信平， 村橋賢， 向
井俊貴， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 小西
毅， 上野雅資， 福長洋介．

	 S 状結腸多発癌手術時に偶然発見された閉鎖孔
ヘルニアの 1 例．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

84．	 本間理， 福長洋介， 石塚直樹， 永岡智之， 松井
信平， 富永哲郎， 南宏典， 宮成淳， 山口智弘， 長
嵜寿矢， 秋吉高志， 小西毅， 藤本佳也， 長山聡， 
上野雅資．

	 層別化解析を用いた直腸癌手術における経肛門
ドレーンの検討．

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 
2019． 

85．	 本間理， 千野晶子， 井出大資， 福長洋介， 岸原
輝仁， 上野雅資， 五十嵐正広， 斎藤彰一， 藤崎
順子．

	 直腸癌術後吻合部狭窄に対する Radial incision 
and cutting method （RIC）の安全性・有効性
に関する検討．

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 （JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

86．	 村橋賢， 秋吉高志， 前佛均．
	 術前治療を施行した進行直腸癌症例を用いた

cell free DNA の経時的変化と治療効果予測．
	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 

2019． 
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87．	 村橋賢， 秋吉高志， 前佛均， 長嵜寿矢， 小西毅， 
長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 術前治療を施行した進行直腸癌症例を用いた
ctDNA の経時的変化と病理学的治療効果の関連
解析．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

88．	 村橋賢， 秋吉高志， 前佛均， 上野雅資， 佐野武， 
野田哲生．

	 術前治療を施行した進行直腸癌を用いた定量的
ctDNA 解析と治療効果予測．

	 第 74 回日本大腸肛門病学会学術集会： 東京， 
2019． 

89．	 松井信平， 福長洋介， 上野雅資， 長山聡， 小西
毅， 秋吉高志， 藤本佳也， 長嵜寿矢， 山口智弘， 
佐野武．

	 腹腔鏡下大腸切除手術における needlescopic 
surgery の長期予後に与える影響．

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 
2019． 

90．	 松井信平， 福長洋介， 上野雅資， 長山聡， 小西
毅， 秋吉高志， 長嵜寿矢， 山口智弘， 佐野武．

	 原発性大腸癌における腹水細胞診の長期予後に
与える影響 

	 第 27 回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週 間 （JDDW 
2019）： 神戸市， 2019． 

91．	 松井信平， 福長洋介， 上野雅資， 長山聡， 小西
毅， 秋吉高志， 長嵜寿矢， 山口智弘， 向井俊貴．

	 虫垂腫瘍に対する腹腔鏡手術．
	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 

2019． 

92．	 永岡智之， 小西毅， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉
高志， 藤本佳也， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 DST 吻合における小径および大径吻合器の安全
性の比較検討．

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 
2019． 

93．	 永岡智之， 秋吉高志， 山口智弘， 長嵜寿矢， 小
西毅， 藤本佳也， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 他臓器浸潤結腸癌に対する腹腔鏡下手術の安全
性．

	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会： 東 京， 
2019． 

94．	 永岡智之， 福長洋介， 向井俊貴， 山口智弘， 長
嵜寿矢， 秋吉高志， 小西毅， 長山聡， 上野雅資．

	 当科における腹腔鏡下直腸癌術後の縫合不全回
避の試み．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

95．	 江本慎， 福長洋介， 北川祐資， 吉岡聡， 平山和
義， 中西良太， 永岡智之， 本間理， 松井信平， 富
永哲郎， 南宏典， 宮成淳， 山口智弘， 長嵜寿矢， 
秋吉高志， 小西毅， 藤本佳也， 長山聡， 上野雅
資．

	 腹腔鏡下結腸癌手術後の吻合法別短期成績の検
討．

	 第 119 回日本外科学会定期学術集会： 大阪市， 
2019． 

96．	 江本慎， 福長洋介， 富永哲郎， 平山和義， 中西
良太， 永岡智之， 松井信平， 村橋賢， 向井俊貴， 
山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 小西毅， 長山
聡， 上野雅資．

	 大腸癌術後の異時性傍大動脈リンパ節転移切除
症例の検討．

	 第 81 回 日 本 臨 床 外 科 学 会 総 会： 高 知 市， 
2019． 

97．	 江本慎， 福長洋介， 平山和義， 中西良太， 永岡
智之， 田島ジェシー雄， 松井信平， 村橋賢， 向
井俊貴， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋吉高志， 小西
毅， 長山聡， 上野雅資．

	 横行結腸癌に対する腹腔鏡下手術における吻合
法別短期および長期成績の検討．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

98．	 深田浩志， 向井俊貴， 山口智弘， 長嵜寿矢， 秋
吉高志， 小西毅， 長山聡， 福長洋介， 上野雅資．

	 脾彎曲部進行結腸癌に対する腹腔鏡下手術の手
技と治療成績．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

99．清住雄希， 福長洋介， 向井俊貴， 長嵜寿矢， 山口
智弘， 秋吉高志， 小西毅， 長山聡， 上野雅資．
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	 直腸 NET の術前検査におけるリンパ節転移診
断に関する検討．

	 第 7 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会： 東
京， 2019． 

100．田島ジェシー雄， 長嵜寿矢， 村橋賢， 平山和義， 
江本慎， 中西良太， 永岡智之， 松井信平， 向井
俊貴， 山口智弘， 秋吉高志， 小西毅， 長山聡， 上
野雅資， 福長洋介．

	 胃大腸重複癌に対する腹腔鏡下同時切除術の検
討．

	 第 32 回日本内視鏡外科学会総会： 横浜市， 
2019． 

101．福長洋介．
	 大腸腫瘍に対する LECS の可能性．
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市 , 2019. 

16.	 宇津木久仁子 .
	 がん征圧後の患者を診る：合併症や副作用のケ

ア .
	 吉田富三記念館講演会 : 福島市 , 2019. 

17.	 宇津木久仁子 .
	 リンパ浮腫に対する診療体制の現状と課題 .
	 第 4 回リンパ浮腫治療学会学術総会 : 淡路市 , 

2019. 

18.	 宇津木久仁子 .
	 がん治療後のリンパ浮腫を減らすには .
	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2019. 

19.	 宇津木久仁子 .
	 医師が教える子宮がんの基礎知識 .
	 世田谷区令和元年度 がん講演会 : 東京 , 2019. 

20.	 宇津木久仁子 , 廣田彰男 .
	 リンパ浮腫と保険制度：何が変わったか、今後

の課題 .
	 第 3 回日本リンパ浮腫学会総会 : 東京 , 2019. 

21.	 宇津木久仁子 .
	 日本で最もリンパ節郭清術が多い施設で、リン
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22.	 宇津木久仁子 .
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川輝美 , 一瀬隆行 , 温泉川真由 , 青木洋一 , 太
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宏 .
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市 , 2019. 

24.	 尾松公平 , 金尾祐之 , 青木洋一 , 野村秀高 , 的
田眞紀 , 谷川輝美 , 岡本三四郎 , 尾身牧子 , 中
林誠 , 菅野素子 , 一瀬隆行 , 板橋彩 , 栗田智子 , 
田中佑治 , 根津幸穂 , 伏木淳 , 岡本幸太 , 竹島
信宏 .

	 子宮体癌に腹壁瘢痕ヘルニアを合併した症例に
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	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

25.	 尾身牧子 , 谷川輝美 , 伏木淳 , 青木洋一 , 野村
秀高 , 金尾祐之 , 加藤一喜 , 高澤豊 , 竹島信宏 .

	 当院における子宮腺肉腫の臨床病理学的検討 .
	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟

市 , 2019. 

26.	 尾身牧子 , 野村秀高 , 田中佑治 , 根津幸穂 , 谷
川輝美 , 的田眞紀 , 金尾祐之 , 宇津木久仁子 , 
竹島信宏 .
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	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

27.	 岡本三四郎 , 板橋彩 , 一瀬隆行 , 中林誠 , 尾身
牧子 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 野村秀高 , 的田眞
紀 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信宏 .
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瘍の 1 例 .
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屋市 , 2019. 

28.	 岡本三四郎 , 竹島信宏 .
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	 組織発生を考慮した早期子宮体癌の内膜細胞診
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	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

31.	 松尾千穂 .
	 リンパ浮腫における保険制度：現場からみた現
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	 第 3 回日本リンパ浮腫学会総会 : 東京 , 2019. 

32.	 板橋彩 , 尾松公平 , 岡本三四郎 , 青木洋一 , 谷
川輝美 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 金尾祐之 , 竹島
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	 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 名古
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33.	 板橋彩 , 金尾祐之 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 野村
秀高 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 竹島
信宏 .

	 ベバシズマブ維持療法後の再発卵巣癌における
PFI とプラチナ感受性についての後方視的検討 .

	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟
市 , 2019. 

34.	 板橋彩 , 金尾祐之 , 谷川輝美 , 栗田智子 , 青木
洋一 , 根津幸穂 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 竹島信宏 .

	 Aggressive angiomyxoma 術後の会陰ヘルニ
アに対して腹腔鏡下メッシュ修復が有効であっ
た 1 例 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

35.	 板橋彩 , 金尾祐之 , 谷川輝美 , 栗田智子 , 青木
洋一 , 根津幸穂 , 野村秀高 , 的田眞紀 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 竹島信宏 .

	 FIGO IB1 子 宮 頸 癌 に 対 す る「no-look no-
touch」法による腹腔鏡下広汎子宮全摘出術 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

36.	 根津幸穂 , 中村基寛 , 山崎優 , 五島裕之 , 久嶋
則行 , 三木明徳 .

	 ダグラス窩閉鎖を伴う子宮筋腫に対する腹腔鏡
下子宮全摘術の工夫 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

37.	 根津幸穂 , 尾身牧子 , 野村秀高 , 田中佑二 , 板
橋彩 , 岡本三四郎 , 金尾祐之 , 杉山裕子 , 高澤
豊 , 竹島信宏 .

	 多彩な組織像を示した子宮頸部類内膜腺癌の一
例 .

	 第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 岡山市 , 
2019. 

38.	 温泉川真由 .
	 Session II: がん研有明病院からの症例報告

「MSI-H 陽性であった子宮体部悪性腫瘍の一
例」.

	 第 11 回 Rare Cancer Meeting: 東京 , 2019. 

39.	 温泉川真由 .
	 初回卵巣がん治療における poly ADP ribose 

polymerase (PARP) 阻害剤の位置づけ .
	 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市 , 

2019. 

40.	 温泉川真由 .
	 PARP 阻害剤使用の実際：卵巣がん、乳がん、

前立腺がんの立場より .
	 第 7 回日本 HBOC コンソーシアム学術総会 : 

東京 , 2019. 

41.	 的田眞紀 .
	 子宮頸癌の化学療法 .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

42.	 的田眞紀 .
	 難治性がんの治療戦略：がん研有明病院で行

なっている広汎子宮全摘術 .
	 第 16 回日本婦人科がん会議 : 東京 , 2019. 

43.	 竹島信宏 .
	 MSI-High がんに対するキイトルーダの有効性・

安全性 .
	 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 名古

屋市 , 2019. 

44.	 竹島信宏 .
	 婦人科悪性腫瘍における腹水細胞診の研究 .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 
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45.	 竹島信宏 .
	 卵巣癌治療の新展開 .
	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 

2019. 

46.	 竹島信宏 , 伏木淳 .
	 子宮内膜症合併不妊への対応：手術、ART、薬

物療法のベストな選択と治療戦略：子宮内膜症
由来の癌について知っておきたいこと：不妊治
療終了後のマネージメントについて .

	 第 137 回関東連合産科婦人科学会 : 前橋市 , 
2019. 

47.	 竹島信宏 .
	 医療倫理セミナー：人を対象とする医学系研究

に関する倫理について .
	 第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 岡山市 , 

2019. 

48.	 竹島信宏 .
	 子宮頸癌 1.
	 第 41 回日本産婦人科手術学会 : 東京 , 2019. 

49.	 栗田智子 , ほか .
	 機能性子宮を有する子宮頸部低形成・腟欠損症

に対して、腹腔鏡補助下造腟術（人工真皮を用
いた Mclndoe 法改良術式）を施行した 1 例 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

50.	 菅野素子 , 谷川輝美 , 的田眞紀 , 青木洋一 , 野
村秀高 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹
島信宏 .

	 子宮体癌 IA 期の腹水細胞診陽性例における抗
癌剤治療の意義 .

	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

51.	 菅野素子 , 谷川輝美 , 的田眞紀 , 板橋彩 , 一瀬
隆行 , 中林誠 , 伏木淳 , 尾身牧子 , 青木洋一 , 
野村秀高 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 
竹島信宏 .

	 術前化学療法を行った進行子宮体癌における予
後因子についての検討 .

	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟
市 , 2019. 

52.	 菅野素子 , 青木洋一 , 野村秀高 , 岡本幸太 , 板
橋彩 , 根津幸穂 , 栗田智子 , 谷川輝美 , 的田眞
紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信
宏 .

	 腹腔鏡下子宮全摘術後の腟断端離開に対し、腟
パイプを用い経腟的に安全に気腹し腹腔鏡下に
修復し得た一例 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

53.	 西村宙起 , ほか .
	 ドセタキセルによる浮腫に対しリンパ管静脈吻

合術（LVA） が効果を奏した 1 例 .
	 第 3 回日本リンパ浮腫学会総会 : 東京 , 2019. 

54.	 谷川輝美 , 的田眞紀 , 板橋彩 , 尾身牧子 , 青木
洋一 , 野村秀高 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾
祐之 , 竹島信宏 .

	 プラチナ感受性再発卵巣癌に対する PARP 阻害
薬（オラパリブ）の臨床像および有害事象に関
する検討 .

	 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 名古
屋市 , 2019. 

55.	 谷川輝美 , 的田眞紀 , 板橋彩 , 伏木淳 , 野村秀
高 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信
宏 .

	 プラチナ感受性再発卵巣癌に対する PARP 阻害
薬（オラパリブ）の効果と有害事象についての
検討 .

	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟
市 , 2019. 

56.	 野村秀高 .
	 子宮悪性腫瘍に対する低侵襲手術 .
	 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 名古

屋市 , 2019. 

57.	 野村秀高 ,  ほか .
	 遺伝性乳癌卵巣癌に対して施行した RRSO77 

例の臨床病理学的検討 .
	 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

58.	 野村秀高 .
	 婦人科領域におけるリンパ節郭清 .
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	 第 44 回日本外科系連合学会学術集会 : 金沢市 , 
2019. 

59.	 野村秀高 , 西村宙起 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 的
田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 加
藤一喜 , 宇津木久仁子 , 杉山裕子 , 高澤豊 , 竹
島信宏 .

	 大腸癌腟転移の診断に細胞診が有効であった 1
例 .

	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

60.	 野村秀高 .
	 婦人科 .
	 第 17 回日本臨床腫瘍学会学術集会 : 京都市 , 

2019. 

61.	 野村秀高 , 西村宙起 , 青木洋一 , 谷川輝美 , 的
田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 加
藤一喜 , 宇津木久仁子 , 杉山裕子 , 高澤豊 , 竹
島信宏 .

	 早期の腟腺癌に対する手術療法の治療成績 .
	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟

市 , 2019. 

62.	 野村秀高 .
	 広汎子宮全摘術における基靭帯・後層処理の考
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	 第3回婦人科がん内視鏡出雲セミナー: 松江市, 

2019. 

63.	 野村秀高 , 田中佑治 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 青
木洋一 , 谷川輝美 , 栗田智子 , 的田眞紀 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信宏 .

	 婦人科悪性腫瘍に対する腹腔鏡下手術：安全に
普及するため、若手からの提言：安全に腹腔鏡
下悪性腫瘍手術を行うために .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

64.	 野村秀高 , 田中佑治 , 尾身牧子 , 根津幸穂 , 青
木洋一 , 谷川輝美 , 栗田智子 , 的田眞紀 , 岡本
三四郎 , 尾松公平 , 金尾祐之 , 竹島信宏 .

	 腹腔鏡下広汎子宮全摘術における基靭帯・膀胱
子宮靭帯後層処理の工夫 .

	 第 59 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会 : 
京都市 , 2019. 

65.	 野村秀高 , 尾身牧子 , 田中佑治 , 青木洋一 , 谷
川輝美 , 的田眞紀 , 岡本三四郎 , 尾松公平 , 金
尾祐之 , 高澤豊 , 吉田玲子 , 竹島信宏 .

	 遺伝性乳癌卵巣癌に対する婦人科のマネジメン
トで見えてきたもの .

	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

66.	 野村秀高 , 中島絵里 , 北川大 , 吉田玲子 , 喜多
瑞穂 , 芦原有美 , 小安美緒 , 竹内沙與子 , 中島
健 , 上野貴之 , 竹島信宏 .

	 リスク低減手術の対象とするべきか苦慮した症
例についての考察と実際の対応 .

	 第 7 回日本 HBOC コンソーシアム学術総会 : 
東京 , 2019. 

67.	 野村秀高 , 杉山裕子 , 竹島信宏 .
	 ポリープ状異型腺筋腫に対する高用量黄体ホル

モン療法 23 例の治療成績 .
	 第 19 回 関 東 ホ ル モ ン と 癌 研 究 会 : 東 京 , 

2019. 

68.	 野村秀高 .
	 婦人科がんにおける治療戦略：センチネルリン

パ節郭清から薬物療法まで .
	 第 3 回日本リンパ浮腫学会総会 : 東京 , 2019. 

69.	 金尾祐之 .
	 腹腔鏡下広範子宮全摘術 .
	 第 71 回日本産科婦人科学会学術講演会 : 名古

屋市 , 2019. 

70.	 金尾祐之 .
	 婦人科医が行う骨盤内手術 .
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2019. 
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	 婦人科疾患に対する腹腔鏡手術戦略：がん薬物

療法も含めて .
	 道南産科婦人科医会 日本医師会生涯教育講座

学術講演会 : 函館市 , 2019. 

74.	 金尾祐之 , 竹島信宏 , 松浦基樹 , 玉手雅人 , 齋
藤豪 .

	 外科系教育の新時代：頻度の低い高難度手術を
いかに教育するか？ .

	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟
市 , 2019. 

75.	 金尾祐之 .
	 婦人科悪性腫瘍に対する骨盤外科手術：開腹手

術、腹腔鏡手術の使い分け .
	 第 61 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会 : 新潟

市 , 2019. 
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2019. 
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	 骨吸収抑制薬投与後に発症したステージ 2 顎骨
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京 , 2019. 

【放射線治療部】
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cine (AAPM) 61st Annual Meeting: San An-
tonio, TX, USA, 2019. 
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kidney after definitive radiotherapy for gas-
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for Radiation Oncology(ASTRO): Chicago, 
IL, USA, 2019. 

3.	 Yoshioka, Y.
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Therapeutic Radiation Oncology (CSTRO): 
Shenzhen, China, 2019. 
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線療法の治療成績 .
	 日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会 : 名古屋

市 , 2019. 

6.	 中島直美 , 小口正彦 .
	 乳房温存手術後断端陰性症例に対するブースト
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nent vector fields of early treatment frac-
tions.
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2019. 

9.	 佐々木理栄 , 田口千藏 , 桑原宏文 , 吉岡靖生 , 
篠崎英司 , 長嵜寿矢 , 秋吉高志 , 小西毅 , 福長
洋介 , 上野雅資 , 小口正彦 .

	 肛門管浸潤を有する下部進行直腸癌に対する術
前化学放射線療法の予防領域に関する検討 .

	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

10.	 利安隆史 , 猪田浩隆 , 熊井康子 , 吉岡靖生 , 佐
藤由紀子 , 田中宏子 , 髙橋俊二 , 小口正彦 , 三
谷浩樹 .

	 p16 陽性中咽頭癌に対する IMRT を用いた同時
化学放射線療法の治療成績 .

	 第 43 回日本頭頸部癌学会 : 金沢市 , 2019. 

11.	 利安隆史 .
	 Exax Trac と OBI の併用による頭頸部領域の

IGRT について .
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12.	 利安隆史 .
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2019. 

13.	 利安隆史 , ほか .
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市 , 2019. 
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14.	 利安隆史 , ほか .
	 p16 陽性中咽頭癌に対する IMRT を用いた同時

化学放射線療法の治療成績 .
	 第 4 回 日 本 HPV 研 究 会 学 術 集 会 : 東 京 , 
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15.	 吉岡靖生 .
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	 第 107 回日本泌尿器科学会総会 : 名古屋市 , 

2019. 

16.	 吉岡靖生 .
	 HDR 小線源療法 .
	 第 84 回日本泌尿器科学会東部総会 : 東京 , 

2019. 

17.	 吉岡靖生 .
	 VISICOIL と OAR を用いた前立腺 IGRT (True 

Beam).
	 日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会 : 名古屋

市 , 2019. 

18.	 吉岡靖生 .
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	 日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会 : 名古屋
市 , 2019. 

19.	 吉岡靖生 .
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における AI ホスピタルの取り組み .
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	 日本放射線腫瘍学会第 32 回学術大会 : 名古屋
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2.	 Miyauchi, H., Takahashi, H., Hasegawa, T., 
Hashimoto, M.

	 Image processing method using super-res-
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Sato, T., Yoshioka, Y., Oguchi, M.
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	 日本放射線技術学会第 12 回中部放射線医療技
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11.	 佐藤智春 , 小林大輔 .
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浜市 , 2019. 

- 115 -



85

12.	 佐藤智春 .
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編）」: 東京 , 2019. 
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	 第 73 回日本放射線技術学会東京支部春期学術

大会 : 東京 , 2019. 

17.	 小泉優貴 .
	 最新の放射線治療機器・技術 .
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2019. 

3.	 宮司典明 .
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	 班報告 : 核医学領域における水晶体被ばくの実

態に関する基礎検討 .
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	 第 59 回 日 本 核 医 学 会 学 術 総 会 : 松 山 市 , 
2019. 

7.	 島田直毅 .
	 新型 PET/CT 装置を対象にしたがん FDG-PET

多施設ファントム試験について .
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浜市 , 2019. 
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浜市 , 2019. 
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5.	 上田和彦 .
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	 IASLC 20th World Conference on Lung 

Cancer: Barcelona, Spain, 2019. 

2.	 南順子 , ほか .
	 がん研有明病院におけるリンチ症候群スクリー

ニング検査の成績 .
	 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

3.	 堀井理絵 , 秋山太 , 竹内賢吾 .
	 乳癌における HER2 の遺伝子増幅とタンパク過

剰発現 .
	 第 108 回日本病理学会総会 : 東京 , 2019. 

4.	 堀井理絵 .
	 乳癌取り扱い規約：乳腺腫瘍の組織学的分類の

改定点 .
	 第 38 回 日 本 画 像 医 学 会 学 術 集 会 : 東 京 , 

2019. 

5.	 大迫智 , 馬場郷子 , 坂田征士 , 冨樫由紀 , 上野
貴之 , 大野真司 , 竹内賢吾 , 秋山太 .

	 腺様嚢胞癌と腺筋上皮腫の混合型乳腺腫瘍：腺
様嚢胞癌の新しい組織亜型か ?

	 第 108 回日本病理学会総会 : 東京 , 2019. 

6.	 大迫智 .
	 OSNA 予後調査結果 .
	 第 12 回 セ ラ ノ ス テ ィ ク ス 研 究 会 : 東 京 , 

2019. 

7.	 柘野佑太 , 河内洋 , 新井正美 , 高松学 , 山本智
理子 , 並河健 , 藤崎順子 , 布部創也 , 高澤豊 , 
竹内賢吾 .

	 Hereditary diffuse gastric cancer の 4 症例 .
	 第 108 回日本病理学会総会 : 東京 , 2019. 

8.	 河内洋 , ほか .
	 Hereditary diffuse gastric cancer に お け る

signet-ring cell carcinoma in situ の病理学的
検討 .

	 第 25 回日本家族性腫瘍学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

9.	 河内洋 .
	 食道癌の組織型と鑑別診断 .
	 第 108 回日本病理学会総会 : 東京 , 2019. 

10.	 河内洋 .
	 内視鏡医に必要な病理の基本的知識 .
	 第 97 回日本消化器内視鏡学会総会 : 東京 , 

2019. 

11.	 河内洋 .
	 大腸 NET のすべて .
	 第 91 回大腸癌研究会 : 東京 , 2019. 

12.	 河内洋 .
	 消化管における神経内分泌腫瘍の特徴 
	 第 7 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 : 東

京 , 2019. 

13.	 河内洋 .
	 いわゆる分化型・未分化型混在早期胃癌の病理

診断における問題点 .
	 第 91 回日本胃癌学会総会 : 沼津市 , 2019. 

14.	 竹内賢吾 .
	 T/NK 細胞リンパ腫 WHO 分類改定の要点 .
	 ML Forum in NAGASAKI: 長崎市 , 2019. 

15.	 高松学 , 山本智理子 , 河内洋 , 小林真季 , 千野
晶子 , 斎藤彰一 , 上野雅資 , 石川雄一 .

	 サイトケラチン免疫染色と機械学習（AI）を併
用した T1 大腸癌リンパ節転移予測の自動化の
試み .

	 第 89 回大腸癌研究会 : 東京 , 2019. 

【細胞診断部】
1.	 Komatsu, K. ,  Sugiyama, Y.
	 Education of cytotechnologists; Introducing 

Japanese system and global communica-
tion.

	 20th International Congress of Cytology: 
Sydney, Australia, 2019. 
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2.	 Komatsu, K.
	 Molecular pathology for new era.
	 57th Congress of The Korean Association 

of Medical Technologists and International 
Conference: Pyeongchang, Korea, 2019. 

3.	 Komatsu, K.
	 New technology for pathology and cytology 

work field.
	 57th Congress of The Korean Association 

of Medical Technologists and International 
Conference: Pyeongchang, Korea, 2019. 

4.	 Sugiyama, Y.
	 Directly sampled endometrial cytology for 

detection of early stage endometrial can-
cers.

	 42nd European Congress of Cytology: Mal-
mo, Sweden, 2019. 

5.	 伊藤崇彦 , 石井脩平 , 山田麻里沙 , 山崎奈緒子 , 
池畑浩一 , 藤山淳三 , 古田則行 , 小松京子 , 高
澤豊 , 杉山裕子 .

	 併存病変を考慮するべき LEGH の特徴的細胞所
見について .

	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

6.	 古田則行 .
	 軟部肉腫と希少がんの細胞診：軟部肉腫をモデ

ルとして希少がんの細胞診の在り方を考える .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

7.	 古田則行 ,  山田範幸 .
	 液体処理標本（Liquid-based preparation）の

メリットデメリット .
	 第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 岡山市 , 

2019. 

8.	 小松京子 .
	 病理支援システムとプリンター .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

9.	 小松京子 ,  澤田達男 .
	 スライドカンファレンス .
	 第 33 回関東臨床細胞学会学術集会 / 第 38 回

東京都臨床細胞学会総会・学術集会 : 東京 , 
2019. 

10.	 小松京子 .
	 病理分野における ISO15189 の要求事項に対

する対応と、その活用 .
	 第 56 回関甲信支部首都圏支部医学検査学会 : 

東京 , 2019. 

11.	 小松京子 ,  田畑務 .
	 婦人科領域の Neuroendocrine tumor revisit-

ed.
	 第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 岡山市 , 

2019. 

12.	 星利良 .
	 呼吸器 4.
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

13.	 星利良 .
	 呼吸器・縦隔 4.
	 第 58 回日本臨床細胞学会秋期大会 : 岡山市 , 

2019. 

14.	 杉山裕子 ,  荷見勝彦 .
	 組織発生を考慮した早期子宮体癌の内膜細胞診

所見 .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

15.	 池畑浩一 , 森園英智 , 坂井威彦 , 古田則行 , 小
松京子 , 堀井理絵 , 杉山裕子 .

	 乳腺穿刺吸引細胞診（FNA）における鑑別困難
症例の検討 .

	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

16.	 池畑浩一 , 古田則行 , 藤山淳三 , 星利良 , 山﨑
奈緒子 , 山田麻里沙 , 伊藤崇彦 , 小松京子 , 高
澤豊 , 杉山裕子 .

	 消化器領域おける EUS-FNA on-site cytology 
当院の運用方法 .

	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 

17.	 藤山淳三 .
	 スライドカンファレンス .
	 第 60 回日本臨床細胞学会総会 : 東京 , 2019. 
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【栄養管理部】
1.	 Izawa, Y., Ichimura, T., Chin, K., Shinozaki, 

E., Takahari, D., Suenaga, M., Ogura, M., 
Wakatsuki, T., Osumi, H., Nakayama, I., 
Mine, S., Hiki, N., Ishizuka, N., Yamaguchi, 
K.

	 Feasibility study of diet counseling (DC) 
with oral nutritional supplements (ONS) for 
advanced esophageal and gastric cancer 
during chemotherapy (CT) or chemoradio-
therapy (CRT): First report of ONS compli-
ance from a prospective randomized con-
trolled clinical study (DiCON study).

	 Gastrointestinal Cancers Symposium of the 
American Society of Clinical Oncology (AS-
CO-GI): San Francisco, CA, USA, 2019. 

2.	 中濱孝志 , 井田智 , 熊谷厚志 , 松尾宏美 , 伊沢
由紀子 , 伊丹優貴子 , 川名加織 , 峯真司 , 比企
直樹 .

	 がん化学療法と放射線治療を支える栄養管理 .
	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

3.	 井田智 , 比企直樹 , 熊谷厚志 , 大橋学 , 布部創
也 .

	 胃切除術後の早期栄養および運動介入療法の安
全性 .

	 日本外科代謝栄養学会第 56 回学術集会 : 神戸
市 , 2019. 

4.	 井田智 , 大橋拓馬 , 熊谷厚志 , 布部創也 , 大橋
学 , 佐野武 , 比企直樹 .

	 胃切除後早期筋肉量減少を抑える取り組み .
	 第 74 回 日 本 消 化 器 外 科 学 会 総 会 : 東 京 , 

2019. 

5.	 井田智 .
	 がん治療における栄養療法の意義：骨格筋維持

をめざして .
	 第 29 回日本病態生理学会大会 : 東大阪市 , 

2019. 

6.	 井田智 .
	 がん患者の栄養管理：手術と化学療法を支える

栄養管理 .

	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

7.	 井田智 , 比企直樹 , 松尾宏美 , 熊谷厚志 , 峯真
司 .

	 胃切除術前経腸栄養療法の意義 .
	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

8.	 井田智 , 熊谷厚志 , 布部創也 , 大橋学 , 佐野武 , 
比企直樹 .

	 胃癌術前経管栄養の有用性 .
	 第 91 回日本胃癌学会総会 : 沼津市 , 2019. 

9.	 伊丹優貴子 , 峯真司 , 荻谷朗子 , 岡野亜子 , 松
尾千穂 , 田端聡 , 松尾宏美 , 井田智 , 熊谷厚志 , 
中濱孝志 , 片岡明美 , 上野貴之 , 宇津木久仁子 , 
大野真司 , 比企直樹 .

	 減量栄養指導を施行した乳癌関連上肢リンパ浮
腫患者における体組成の変化 .

	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

10.	 伊丹優貴子 .
	 リンパ浮腫患者の栄養管理 .
	 第 3 回日本リンパ浮腫学会総会 : 東京 , 2019. 

11.	 伊沢由紀子 , 中山厳馬 , 陳頸松 , 篠崎英司 , 高
張大亮 , 末永光邦 , 大木暁 , 小倉真理子 , 大隅
寛木 , 鈴木健 , 熊谷厚志 , 山口研成 .

	 切除不能進行・再発胃がんの全身化学療法の継
続性・治療効果と栄養指標の関連の検討 .

	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

12.	 山口彩 , 井田智 , 船内雄生 , 松尾宏美 , 岡野亜
子 , 榎田滋穂 , 松下亜由子 , 伊丹優貴子 , 中屋
恵梨香 , 高木久美 , 川名加織 , 伊沢由紀子 , 中
濱孝志 , 熊谷厚司 , 阿江啓介 .

	 軟部肉腫術後の下肢リンパ漏発生に関する術前
栄養指標も含めたリスク因子の検討 .

	 第 57 回日本癌治療学会学術集会 : 福岡市 , 
2019. 

13.	 岡野亜子 , 伊丹優貴子 , 片岡明美 , 田端聡 , 松
尾千穂 , 松尾宏美 , 井田智 , 上野貴之 , 宇津木
久仁子 , 大野真司 , 熊谷厚志 .
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	 乳癌関連上肢リンパ浮腫患者における体脂肪量
と浮腫の関連 .

	 第 4 回日本がんサポーティブケア学会学術集
会 : 青森市 , 2019. 

14.	 川名加織 , 井田智 , 熊谷厚志 , 松尾宏美 , 伊沢
由紀子 , 伊丹優貴子 , 中濱孝志 , 峯真司 , 比企
直樹 .

	 がん化学療法と放射線治療を支える栄養管理 .
	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

15.	 川名加織 , 榎田滋穂 , 児玉珠理 , 千葉玲子 , 坂
田早苗 , 前島亜美 , 藤木由佳子 , 細田明美 , 熊
谷厚志 , 中濱孝志 , 峯真司 , 井田智 , 比企直樹 .

	 頭頸部癌化学放射線療法患者における安静時エ
ネルギー代謝量、栄養状態の推移に関する検討 .

	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

16.	 松下亜由子 , 熊谷厚志 , 松尾宏美 , 中濱孝志 , 
川原玲子 , 峯真司 .

	 がん専門病院における管理栄養士の緩和ケア
チーム参加について .

	 第 11 回日本静脈経腸栄養学会首都圏支部会学
術集会 : 横浜市 , 2019. 

17.	 松尾宏美 , 井田智 , 熊谷厚志 , 伊沢由紀子 , 川
名加織 , 高木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 
松下亜由子 , 山口彩 , 榎田滋穂 , 岡野亜子 , 中
濱孝志 , 峯真司 , 比企直樹 .

	 胃切除後患者における術式別の体組成と摂取エ
ネルギーの変化 .

	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

18.	 松尾宏美 .
	 胃切除後患者における術式別の体組成と摂取エ

ネルギーの変化 .
	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 

2019. 

19.	 松尾宏美 , 井田智 , 熊谷厚志 , 伊沢由紀子 , 川
名加織 , 高木久美 , 中屋恵梨香 , 伊丹優貴子 , 
松下亜由子 , 山口彩 , 榎田滋穂 , 岡野亜子 , 中
濱孝志 , 峯真司 , 比企直樹 .

	 胃癌患者における術後栄養指導と栄養状態の変
化 .

	 第 91 回日本胃癌学会総会 : 沼津市 , 2019. 

20.	 榎田滋穂 , 熊谷厚志 , 岡野亜子 , 山口彩 , 松下
亜由子 , 中屋恵梨香 , 川名加織 , 高木久美 , 伊
沢由紀子 , 井田智 .

	 卵巣癌術後合併症に関連する臨床病理学的因子
の検討 .

	 第 42 回日本栄養アセスメント研究会 : 大阪市 , 
2019. 

21.	 榎田滋穂 , 熊谷厚志 , 松尾宏美 , 岡野亜子 , 山
口彩 , 伊丹優貴子 , 中屋恵梨香 , 高木久美 , 川
名香織 , 伊沢由紀子 , 中濱孝志 , 井田智 , 峯真
司 , 尾松公平 , 比企直樹 .

	 卵巣癌術後合併症に関連する臨床病理学的因子
の検討と栄養介入の可能性 .

	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 
2019. 

22.	 熊谷厚志 , 井田智 , 松尾宏美 , 伊沢由紀子 , 松
下亜由子 , 川名加織 , 高木久美 , 中屋恵梨香 , 
伊丹優貴子 , 榎田滋穂 , 山口彩 , 岡野亜子 , 幕
内梨恵 , 大橋学 , 布部創也 .

	 早期胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術における術
後合併症予測因子としての術前栄養指標と患者
体型の意義 .

	 第 35 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 : 京都
市 , 2019. 

23.	 熊谷厚志 .
	 栄養デバイス 1.
	 第 34 回日本静脈栄養学会学術集会 : 東京 , 

2019.
 
【緩和治療部】
1.	 Kawahara, R.
	 Cell-free and concentrated ascites reinfu-

sion therapy (CART) associated with man-
ual lymph drainage (MLD) for refractory 
malignant ascites and severe lower limb 
lymphedema in advanced cancer patients: 
three case reports.

	 13th Asia Pacif ic Hospice Conference 
(APHC): Surabaya, Indonesia, 2019. 
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2.	 Sakurai, H.
	 Comparison between patient-reported and 

clinician-reported outcome：validation of 
the integrated palliative care outcome scale 
- staff version.

	 16th World Congress of the European As-
sociation for Palliative Care (EAPC): Berlin 
Germany, 2019. 

3.	 Sakurai, H.
	 What does “Feeling at Peace” mean in Jap-

anese cancer patients?：Subanalysis of 
validation of the integrated palliative care 
outcome scale.

	 13th Asia Pacif ic Hospice Conference 
(APHC): Surabaya, Indonesia, 2019. 

4.	 佐伯吉規 .
	 越境する精神科医 .
	 日本総合病院精神医学会無床フォーラム 2019: 

東京 , 2019. 

5.	 佐伯吉規 .
	 緩和医療とアルコール関連問題 .
	 第 54 回アルコール・アディクション医学会学

術総会 : 札幌市 , 2019. 

6.	 佐伯吉規 .
	 無床精神科は「リエゾン」だけか？：独自外来

を展開する精神科医達 .
	 第 32 回日本総合病院精神医学会総会 : 倉敷市 , 

2019. 

7.	 川原玲子 .
	 保険診療の現状 .
	 第 49 回日本ペインクリニック学会関西地方会 : 

大阪市 , 2019. 

8.	 川原玲子 .
	 緩和医療における腹水濾過濃縮再静注法の展

開 .
	 第 24 回日本緩和医療学会学術大会 : 横浜市 , 

2019. 

9.	 川原玲子 .
	 がん疼痛 .
	 日本ペインクリニック学会第 53 回大会 : 熊本

市 , 2019. 

10.	 川原玲子 , 星野奈月 , 河野友絵 , 大友陽子 , 古
谷良太 , 竹野伸洋 , 三澤貴代美 .

	 ヒドロモルフォン注の有効性と安全性の検討 .
	 日本ペインクリニック学会第 53 回大会 : 熊本

市 , 2019. 

11.	 川原玲子 .
	 抑肝散が筋緊張に対して有用であった 1 例 .
	 第 32 回日本疼痛漢方研究会学術集会 : 東京 , 

2019. 

12.	 川原玲子 .
	 緩和ケアの必要性を模索する .
	 日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部第 59 回

合同学術集会 : 東京 , 2019. 

13.	 星野奈月 , 三澤貴代美 , 水野俊美 , 竹内抄與子 , 
中原美穂 , 鴨川郁子 , 大島淑夫 , 森安真優 , 橋
本幸輝 , 副島梓 , 市村崇 .

	 18 歳以下の子どもをもつがん患者の実態を明
らかにするための後方視的解析 .

	 第 24 回日本緩和医療学会学術大会 : 横浜市 , 
2019. 

14.	 星野奈月 .
	 当院における進行がん患者に対する緩和ケアの

提供体制に関する一考察 .
	 第 78 回日本癌学会学術総会 : 京都市 , 2019. 

15.	 秋月晶子 .
	 オンコロジーと緩和医療の統合 .
	 第 4 回日本がんサポーティブケア学会学術集

会 : 青森市 , 2019. 

【看護部】
1.	 Onji, J., Nakayama, A., Yokota, J.
	 Impact of an early skills training on self-ef-

ficacy in new graduate nurses.
	 10th International Council of Nurses Nurse 
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飲酒喫煙が⾷道癌診療に及ぼすリスクの包括的評
価における平均赤血球容積の意義

50,000
消化器外科
今村 裕

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
飲酒喫煙が⾷道癌診療に及ぼすリスクの包括的評
価における平均赤血球容積の意義

100,000
消化器外科
渡邉雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
複合免疫療法に向けた各種抗がん剤の免疫抑制解
除効果の検証とバイオマーカー探索研究

1,748,715
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
体液試料からのオルガノイドによる化学療法の治
療効果予測モデルの有効性

1,500,000
消化器化学療法科
大木 暁

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
BRCAnessを利⽤した遺伝性乳がんの病原性予測・
薬物療法効果予測法の確⽴

1,300,000
臨床遺伝医療部
吉⽥玲⼦

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
人⼯知能を使⽤した上部消化管内視鏡における⾷
道癌診断の検討

1,400,000
消化器内科
由雄敏之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
放射線照射により胃がん幹細胞に⽣ずる免疫学的
プロファイルの変化

1,400,000
消化器外科
熊谷厚志

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
非EBV非MSI－high⾷道胃接合部の免疫回避機解明
と新規免疫治療の開発

1,100,000
消化器外科
井⽥ 智

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
肥満合併⾷道癌におけるがん細胞－脂肪細胞間相
互作⽤の解明と新規事業法の開発

1,100,000
消化器外科
渡邊雅之

⽂部科学省 基盤研究（Ｃ）
レザーパルスジェットメスと血流画像計測を⽤い
た形成外科皮弁形成術術中⽀援システム

100,000
形成外科
矢野智之

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
⾰新的治療法開発を目指した腸内細菌叢とサルコ
ペニアの網羅的解析

50,000
消化器外科
今村 裕

受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽂部科学省 挑戦的研究(萌芽)
骨軟部腫瘍の「小胞体ストレス」機能解析に基づ
いた新規治療法開発

100,000
がん免疫治療開発部
北野 滋久

⽂部科学省 若手研究(B)
胃がん術後補助療法に対する抵抗性を評価するバ
イオマーカーの開発

500,000
総合腫瘍科
重松康之

⽂部科学省 若手研究(B)
乳癌における免疫モニタリングと新規免疫治療の
開発

800,000
総合腫瘍科
小野麻紀⼦

⽂部科学省 若手研究
⼦宮頸がん放射線治療におけるラディオミクス解
析と標的体積縮小モデルの構築

1,000,000
放射線治療部
中野正寛

⽂部科学省 若手研究
EGFR-C797S/T790M変異による多剤耐性の検出と
克服の分⼦基盤研究

1,200,000
呼吸器内科
内堀 健

⽂部科学省 若手研究
スマートデバイスを⽤いたマイクロサージャリー
トレーニングシステムの開発

1,800,000
形成外科
⾟川 領

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

放射線治療の品質管理、ＩＳＲＴの標準化手順の
確⽴

200,000
放射線治療部
小口正彦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

次世代シークエンサーによる網羅的がん関連遺伝
⼦パネル解析を⽤いたHER2遺伝⼦変異陽性の進⾏
非小細胞肺癌に対する治療開発を目指した研究

1,800,000
呼吸器内科
桝谷典⼦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

StageⅣ乳癌に対する予後の改善を目指した標準治
療の確⽴に対する研究

500,000
乳腺センター
乳腺内科
原 ⽂堅

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

乳房再建におけるアウトカム指標の確⽴と科学的
根拠に基づいた患者意思決定⽀援

1,095,000
形成外科
矢野智之

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

⾼悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確⽴のため
の研究

230,000
整形外科
阿江啓介

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

⽇本人BRCA未発症変異保持者に対する乳癌リスク
低減手法の開発研究

600,000
臨床遺伝医療部
吉⽥玲⼦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

可及的摘出術が⾏われた初発膠芽腫に対するカル
ムスチン脳内留置⽤剤を⽤いた標準治療確⽴に関
する研究

300,000
放射線治療部
角美奈⼦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

進⾏軟部⾁腫に対する二次治療における標準治療
の開発のための研究

798,381
総合腫瘍科
髙橋俊二

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導を
利⽤した⾼線量率小線源治療の標準化と⾼度化の
研究

269,000
放射線治療部
吉岡靖⽣

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

急速進⾏性がん患者・家族と医師の共感的コミュ
ニケーション促進のための統合⽀援プログラムの
有効性を検証する無作為化比較試験

1,099,200
肝胆膵内科
尾阪将人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

切除不能局所進⾏⾷道扁平癌を対象とした化学放
射線療法後の逐次治療としての抗PD-1抗体薬療法
の安全性・有効性・proof-of-concept (POC)を検
討する多施設共同臨床第Ⅰb/Ⅱ相試験

2,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

腎機能低下時、軽体重時におけるオシメルチニブ
療法の薬物動態、⽤量反応関係を検討する第1相試
験

536,000
呼吸器内科
北園 聡

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

早期転移発⾒による予後の向上を目指した乳がん
術後の新たな標準的フォローアップ法開発に関す
る研究

300,000
乳腺センター
乳腺外科
北川 大

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

SCRUM-Japanの基盤を活⽤した血液循環腫瘍DNA
スクリーニングに基づくFGFR遺伝⼦異常を有する
難治性の治癒切除不能な進⾏・再発固形がんに対
するTAS-120のバスケット型医師主導治験

1,600,000
消化器化学療法科
篠崎英司

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

根治が⾒込める癌に対する外科侵襲の軽減とQOL
改善を目指した標準治療法確⽴のための多施設共
同第三相試験、症例集積・登録・班会議での討論

500,000
肝胆膵外科
髙橋  祐

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

切除不能進⾏・再発胃がんに対する個別化治療と
最適化標準療法に関する研究

200,000
消化器化学療法科
陳 勁松

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

局所進⾏非扁平上皮非小細胞肺癌に対するシスプ
ラチン＋S-1同時胸部放射線治療とシスプラチン＋
ペメトレキセド同時胸部放射線治療の無作為化第
Ⅱ相試験

200,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

進⾏胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存
の非劣性を検証するランダム化比較第III相試験

200,000
消化器外科
大橋 学

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

｢頭頸部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頸部表
在癌に対する診断・治療法の開発に関する研究
（症例登録および臨床試験の進捗管理）

153,847
頭頸科
三谷浩樹

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

Stage Ⅰ/Ⅱ⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意
識を検証するための多施設共同臨床試験

1,000,000
頭頸科
福島啓⽂

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

⾼度腹膜転移胃癌に対する標準化学療法の確⽴に
関する研究

1,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

小児及びＡＹＡ世代の横紋筋⾁腫およびユーイン
グ⾁腫患者に対するリスク層別化臨床試験実施に
よる標準的治療法の開発

400,000
放射線治療部
角美奈⼦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する胸腔
鏡下手術と開胸手術のランダム化比較第III相試験

100,000
消化器外科
渡邊雅之

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検
証する臨床第Ⅲ相試験

600,000
消化器外科
布部創也

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

RET肺がんに対するアレクチニブの医師主導治験
（ALL-RET）の実施、ALL-RETの治療完遂

1,000,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

乳癌患者におけるrMV-SLAMblindを⽤いたウィル
ス療法の第⼀相臨床試験計画（臨床試験実施計画
書）の作成

2,000,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

リンパ節転移リスクを有する⼦宮体癌に対する標
準的リンパ節郭清確⽴のための多施設共同臨床試
験

300,000
婦人科
竹島信宏
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

腎機能低下時、軽体重時におけるオシメルチニブ
療法の薬物動態、⽤量反応関係を検討する第1相試
験

536,000
呼吸器内科
北園 聡

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

早期転移発⾒による予後の向上を目指した乳がん
術後の新たな標準的フォローアップ法開発に関す
る研究

300,000
乳腺センター
乳腺外科
北川 大

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

SCRUM-Japanの基盤を活⽤した血液循環腫瘍DNA
スクリーニングに基づくFGFR遺伝⼦異常を有する
難治性の治癒切除不能な進⾏・再発固形がんに対
するTAS-120のバスケット型医師主導治験

1,600,000
消化器化学療法科
篠崎英司

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

根治が⾒込める癌に対する外科侵襲の軽減とQOL
改善を目指した標準治療法確⽴のための多施設共
同第三相試験、症例集積・登録・班会議での討論

500,000
肝胆膵外科
髙橋  祐

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

切除不能進⾏・再発胃がんに対する個別化治療と
最適化標準療法に関する研究

200,000
消化器化学療法科
陳 勁松

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

局所進⾏非扁平上皮非小細胞肺癌に対するシスプ
ラチン＋S-1同時胸部放射線治療とシスプラチン＋
ペメトレキセド同時胸部放射線治療の無作為化第
Ⅱ相試験

200,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

進⾏胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存
の非劣性を検証するランダム化比較第III相試験

200,000
消化器外科
大橋 学

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

｢頭頸部表在癌全国登録調査｣に基づいた頭頸部表
在癌に対する診断・治療法の開発に関する研究
（症例登録および臨床試験の進捗管理）

153,847
頭頸科
三谷浩樹

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

Stage Ⅰ/Ⅱ⾆癌に対する予防的頸部郭清省略の意
識を検証するための多施設共同臨床試験

1,000,000
頭頸科
福島啓⽂

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

⾼度腹膜転移胃癌に対する標準化学療法の確⽴に
関する研究

1,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

小児及びＡＹＡ世代の横紋筋⾁腫およびユーイン
グ⾁腫患者に対するリスク層別化臨床試験実施に
よる標準的治療法の開発

400,000
放射線治療部
角美奈⼦

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

臨床病期I/II/III⾷道癌（T4を除く）に対する胸腔
鏡下手術と開胸手術のランダム化比較第III相試験

100,000
消化器外科
渡邊雅之

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

局所進⾏胃癌に対する術前化学療法の有効性を検
証する臨床第Ⅲ相試験

600,000
消化器外科
布部創也

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

RET肺がんに対するアレクチニブの医師主導治験
（ALL-RET）の実施、ALL-RETの治療完遂

1,000,000
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

乳癌患者におけるrMV-SLAMblindを⽤いたウィル
ス療法の第⼀相臨床試験計画（臨床試験実施計画
書）の作成

2,000,000
総合腫瘍科
髙橋俊二

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

リンパ節転移リスクを有する⼦宮体癌に対する標
準的リンパ節郭清確⽴のための多施設共同臨床試
験

300,000
婦人科
竹島信宏

受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

⾰新的がん医療
実⽤化研究事業

膵がん微小環境における免疫抑制ネットワーク機
構の解明に基づく新規免疫療法の開発

857,270
がん免疫治療開発部
北野滋久

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

未来医療を実現
する医療機器・ｼ
ｽﾃﾑ研究開発事業

直径1mmの血管吻合を容易にする顕微鏡下手術⽀
援ロボットシステムの研究開発

1,153,860
乳腺センター
大野真司

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

8K等⾼精細映像
ﾃﾞｰﾀ利活⽤研究
事業

人⼯知能とﾃﾞｰﾀ大循環によって実現する、大腸内
視鏡の⾰新的転換

275,200
下部消化管内科
斎藤彰⼀

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

感染症実⽤化研
究事業

思春期⼥性へのHPVワクチン公費助成開始後にお
ける⼦宮頸癌のHPV16/18陽性割合の推移に関する
疫学研究

150,000
婦人科
竹島信宏

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

橋渡し研究戦略
的推進プログラ
ム

シーズＡ123 乳がん温存手術における乳房形態の
三次元予測システムの開発

1,500,000
乳腺外科
上野貴之

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

臨床研究・治験
推進研究事業

産学連携全国がんゲノムスクリーニング(SCRUM-
Japan)患者レジストリを活⽤したBRAF遺伝⼦変異
陽性切除不能進⾏・再発大腸がんを対象にした医
師主導治験

1,000,000
消化器化学療法科
⼭口研成

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

次世代がん医療
創⽣研究事業

ＮＧＳ技術を駆使した遺伝学的解析による家族性
乳がんの原因遺伝⼦と同定と標準化医療構築

49,000,000
乳腺センター
大野真司

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

次世代がん医療
創⽣研究事業

非小細胞肺がんの収集ならびに悪性⿊⾊腫、非小
細胞肺癌およびATLLのエクソーム・トランスクリ
プトーム解析

33,718,462
呼吸器内科
⻄尾誠人

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

次世代がん医療
創⽣研究事業

腸内細菌を指標とした大腸がんの早期診断方法の
開発

5,500,000
消化器外科
⻑⼭ 聡

⽇本医療研究開
発機構 (AMED)

次世代がん医療
創⽣研究事業

ヒト腫瘍組織、正常組織の採取と解析試料作成と
腫瘍浸潤各種免疫担当細胞の解析

577,650
がん免疫治療開発部
北野滋久

新エネルギー・
産業技術総合開
発機構 (NEDO)

ＡＩ教師データ
制度管理

人⼯知能を⽤いた胃がん内視鏡画像診断⽀援シス
テムの開発

4,180,000
上部消化管内科
平澤俊明

国⽴国際医療研
究センター

国際医療研究開
発事業

膵癌の微小環境と化学療法効果予測の検討から膵
癌予後改善を目指したヒト免疫臨床研究

2,000,000
肝胆膵外科
小野 嘉大

国⽴がん研究セ
ンター

国⽴がん研究セ
ンター研究開発
費

成人固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤
研究

600,000
消化器外科
布部創也

国⽴がん研究セ
ンター

国⽴がん研究セ
ンター研究開発
費

成人固形がんに対する標準治療確⽴のための基盤
研究

2,500,000
核医学部
寺内隆司

国⽴がん研究セ
ンター

国⽴がん研究セ
ンター研究開発
費

外科手術前後補助薬物療法早期臨床試験の研究体
制確⽴に関する研究

200,000
大腸外科
小⻄ 毅

がん研究振興財
団

がん研究助成
⾦：A

胃癌手術後の詳細な血糖値変動の実態把握と、個
別化栄養介入によるダンピング症候群の克服

1,000,000
胃外科
井⽥ 智
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受託元 種目/項目 研究テーマ ⾦額 研究者

がん研究振興財
団

がん研究助成
⾦：A

上部消化管腺癌におけるMSI-lowに着目した網羅的
免疫・ゲノム解析による新規免疫治療創出

1,000,000
⾷道外科
今村 裕

がん研究振興財
団

がん研究助成
⾦：A

頭頸部原発神経内分泌がんの臨床病理学的特徴と
その遺伝学的背景に関する研究

1,000,000
総合腫瘍科
大本 晃弘

公益財団法人
大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
医学・医療

人⼯知能を使⽤した上部消化管内視鏡における⾷
道癌の診断⽀援

1,000,000
消化器内科
由雄 敏之

武⽥科学振興財
団

医学系研究奨励
人⼯知能を使⽤した内視鏡動画中における⾷道癌
の拾い上げ診断

2,000,000
消化器内科
由雄 敏之

三井住友信託銀
⾏

公益信託   癌臨
床研究助成基⾦

腹⽔試料から⾼感度に胃がん細胞を検出するため
のメチル化遺伝⼦パネルの開発 500,000

消化器化学療法科
大木 暁

内視鏡医学研究
振興財団 研究助成:B

手術肺virtual simulatorを⽤いた胸腔鏡手術新技術
の開発

500,000
呼吸器外科
松浦 陽介

臨床薬理研究振
興財団

2019年度(第44
回)研究奨励⾦

MSI-low 発癌の解明と新規バイオマーカー創出 2,000,000
⾷道外科
今村 裕

⽇本対がん協会 2019年度
リレー・
フォー・ライ
フ・ジャパン
「プロジェクト
未来」研究助成
Ⅱ分野（患者・
家族のケアに関
する研究）

遺伝性腫瘍診療におけるオンライン相談の普及と
病診ネットワークの構築

500,000
臨床遺伝医療部
髙津 美月
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１2．学術研究講演
回 日付 開催時間 演題 発表者

⾎糖降下薬の基礎知識 薬剤部 舘合慶一 薬剤師

がん研におけるリンパケアルームの役割 リンパ浮腫治療室 ⽥端 聡 看護師

30年度 Best English Paper  受賞記念講演会

【ゴールド賞】
Pattern of tumor shrinkage during neoadjuvant
chemotherapy Is associated with prognosis in low-
grade luminal early breast cancer.

乳腺内科 深⽥ 一平 医師

【シルバー賞】
Oesophagectomy with or without supraclavicular
lymphadenectomy after neoadjuvant treatment for
squamous cell carcinoma of the oesophagus.

消化器外科 峯 真司 医師

Endoscopic criteria to evaluate tumor response of
rectal cancer to neoadjuvant chemoradiotherapy
using magnifying chromoendoscopy. 

下部消化管内科 千野 晶子 医師

【ブロンズ賞】
Association of preoperative and postoperative
serum carcinoembryonic antigen and colon cancer
outcome.

⼤腸外科 ⼩⻄ 毅 医師 

Use of endoscopy to determine the resection margin
during laparoscopic gastrectomy for cancer. 

消化器外科 胃外科 川勝 章司 医師

「⼈⼯知能による医療画像認識の最前線」 オックスフォード⼤学 川上  和也 先生

ゲノム医療、FoundationOne
埼⽟県⽴がんセンター 腫瘍診断・予防科
赤木 究 先生

NCCオンコパネルの特⻑について
国⽴がん研究センター中央病院 臨床検査科
角南  久仁子 先生

「痒がる皮疹にご用心」 感染症科 ⼤串 ⼤輔 医師

「2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技⼤会
に向けた医療関連感染対策」

聖路加国際病院 QIセンター感染管理室
坂本 史衣 マネジャー

「免疫治療中に脳⾎管障害をきたした一例」 呼吸器内科 ⼾塚 猛⼤  医師

「腫瘍循環器: Onco-Cardiologyについて」
がん研有明病院
腫瘍循環器・循環器内科部⻑
志賀 太郎 医師

「当科におけるtranslationalな研究への取り組みと粘液
型脂肪⾁腫の総論」

整形外科 船内 雄生 医師

生命情報科学の観点から、癌を研究する
〜multi-omics, deep learningを用いて〜」

東京⼤学 理学部理学系研究科 生物科学専攻
生物情報科学科 鎌谷 高志 先生

「がん研と在宅をつなぐ栄養⼠の役割」 栄養管理部 松下 亜由子 管理栄養⼠

「在宅医療における栄養のちから-最期まで主⼈公であり
続けるために-」

医療法⼈社団悠翔会 理事⻑・診療部⻑
佐々木  淳 先生

第287回 2019年2⽉19⽇ 18:00〜19:00

がんのリハビリテーション診療とリンパ浮腫〜現状の課
題と今後の展望

慶応⼤学リハビリ科準教授 辻 哲也 先生

第286回 2019年1⽉15⽇ 18:00〜19:00

⾎糖を下げる薬 ここに気を付けています
東京都済生会中央病院 薬剤部
清水淳一 先生

第291回 2019年6⽉18⽇ 18:00〜19:00

第288回 2019年3⽉19⽇ 18:00〜19:00

第289回 2019年4⽉16⽇ 18:00〜19:00
⼈⼯知能を利用した医用画像診断システムへの取り組み 超⾳波検査部 藤原 良将 医師

第290回 2019年5⽉21⽇ 18:00〜19:00

第292回 2019年7⽉30⽇ 18:00〜19:00

第293回 2019年10⽉15⽇ 18:00〜19:00

Hereditary gynecologic cancer management in
Korea'.

Professor, Gynecologic Oncology
Department of Obstetrics and Gynecology
Seoul National University College of
Medicine
Jae-Weon KIM

第294回 2019年11⽉19⽇ 18:00〜19:00

第295回 2019年12⽉17⽇ 18:00〜19:00
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13．財政状況

（単位：百万円）

2017年度 2018年度 2019年度

経常増減の部

経常収益

基本財産運用益 3 3 3

事業収益 40,733 42,773 44,116

受取補助金等 433 412 458

受取負担金 255 268 426

受取寄付金 1,914 1,120 879

雑収益 403 415 459

合計 43,741 44,990 46,341

経常費用

事業費 40,642 41,929 44,525

管理費 891 954 950

合計 41,534 42,883 45,475

評価損益等　計 37 ▲ 10 ▲ 25

当期経常増減額 2,244 2,098 841

経常外増減の部

経常外収益　計 0 0 0

経常外費用　計 2 2 2

当期経常外増減額 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 2

当期一般正味財産増減額 2,242 2,097 839

当期指定正味財産増減額 ▲ 130 ▲ 164 ▲ 164

当期　正味財産増減額 2,112 1,933 675

※ 端数処理のため、合計額が合わないことがあります。

科　目

2017～2019年度　正味財産増減計算書（３か年度分）
2017年４月１日 ～ 2020年３月31日

43,741
44,990

46,341

41,629
43,058

45,667
2,112

1,933

675

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

2017年度 2018年度 2019年度

収益・費用等及び収支差額の推移

収益 費用等 収支差額

- 215 -




	目次
	はじめに
	1_理念・基本方針
	2_2019年の動き
	3_組織図
	4_職員数
	5_診療科と責任者
	6_学会認定・指定・施設基準等
	7_統計資料
	外来・⼊院実績
	疾患別入院患者数
	地区別外来患者数（総数）
	◆全国
	◆東京都

	病理検査
	病理検査数・細胞診検査数
	CT 検査件数・MRI 検査件数・核医学検査件数
	内視鏡検査件数・超音波検査件数

	院内がん登録集計
	①部位別・男女別件数
	②診断時居住地別件数（東京都医療圏別内訳）
	③主要５部位治療別件数
	④治療別件数
	⑤ステージ別件数
	⑥部位別・年齢別件数
	⑦症例区分別件数


	8_一般公開講座
	9_学会・研究発表業績
	【呼吸器内科】
	【呼吸器外科】
	【消化器化学療法科】
	【肝胆膵内科】
	【上部消化管内科】
	【下部消化管内科】
	【食道外科】
	【胃外科】
	【大腸外科】
	【肝胆膵外科】
	【乳腺内科】
	【乳腺外科】
	【婦人科】
	【整形外科】
	【泌尿器科】
	【血液腫瘍科】
	【総合腫瘍科】
	【総合診療部】
	【麻酔科】
	【形成外科】
	【眼科】
	【感染症科】
	【皮膚科】
	【歯科】
	【放射線治療部】
	【放射線治療チーム】
	【画像診断センター】
	【画像診断部】
	【核医学部】
	【臨床遺伝医療部】
	【集中治療部】
	【臨床検査センター】
	【救急部】
	【超音波検査部】
	【病理部】
	【細胞診断部】
	【栄養管理部】
	【緩和治療部】
	【看護部】
	【薬剤部】

	10_雑誌・単行本発表業績
	【呼吸器内科】
	【呼吸器外科】
	【消化器化学療法科】
	【肝胆膵内科】
	【上部消化管内科】
	【下部消化管内科】
	【食道外科】
	【胃外科】
	【大腸外科】
	【肝胆膵外科】
	【乳腺内科】
	【乳腺外科】
	【婦人科】
	【頭頸科】
	【整形外科】
	【泌尿器科】
	【血液腫瘍科】
	【総合腫瘍科】
	【総合診療部】
	【麻酔科】
	【腫瘍精神科】
	【形成外科】
	【眼科】
	【感染症科】
	【皮膚科】
	【歯科】
	【放射線治療部】
	【放射線治療チーム】
	【画像診断センター】
	【画像診断部】
	【核医学部】
	【内視鏡診療部】
	【臨床遺伝医療部】
	【集中治療部】
	【救急部】
	【超音波検査部】
	【遺伝子診断部】
	【病理部】
	【細胞診断部】
	【栄養管理部】
	【緩和治療科】
	【看護部】
	【薬剤部】
	【臨床研究・開発センター】
	【健診センター】

	11_獲得研究費一覧
	12_学術研究講演
	13_財政状況


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   134ページから  ページ 207
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 268.99, 0.69 幅 58.69 高さ 35.05 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         134
         SubDoc
         207
              

       CurrentAVDoc
          

     268.9877 0.6921 58.6882 35.0499 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     133
     215
     206
     74
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   32ページから  ページ 133
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 273.06, 0.69 幅 52.98 高さ 27.71 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         32
         SubDoc
         133
              

       CurrentAVDoc
          

     273.0633 0.6921 52.9824 27.7139 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     31
     215
     132
     102
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     1
     TR
     1
     0
     746
     336
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         3
         AllDoc
         159
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     0
     215
     214
     215
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   14ページから  ページ 31
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     14
     TR
     1
     0
     746
     336
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         14
         SubDoc
         31
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     13
     215
     30
     18
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   5ページから  ページ 5
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     2
     TR
     1
     0
     746
     336
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         5
         SubDoc
         5
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     4
     219
     4
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   6ページから  ページ 8
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     3
     TR
     1
     0
     746
     336
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         6
         SubDoc
         8
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     5
     219
     7
     3
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   10ページから  ページ 12
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     7
     TR
     1
     0
     746
     336
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         10
         SubDoc
         12
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     9
     219
     11
     3
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲:   6ページから  ページ 8
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     オフセット: 横方向 0.00 ポイント, 縦方向 28.35 ポイント
     前置文字列: - 
     後置文字列:  -
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
     1
     1
      -
     BC
     - 
     1
     3
     TR
     1
     0
     746
     336
    
     0
     1
     qi3alphabase[QI 3.0/QHI 3.0 alpha]
     10.0000
            
                
         Both
         6
         SubDoc
         8
              

       CurrentAVDoc
          

     [Sys:ComputerName]
     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     5
     219
     7
     3
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





